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第４章 向羽黒山城跡の本質的価値 

第１節 向羽黒山城跡の本質的価値の明示 

史跡指定における説明文を踏まえ、向羽黒山城跡の本質的価値を以下に示す。 

 

■蘆名氏の領国支配を支えた軍事・政治的拠点である。 

向羽黒山城は、戦国大名蘆名氏の全盛期である 16 世紀半ば（永禄年間）に蘆名盛氏によ

って築城された、「領国支配の軍事拠点」会津地方最大の中世山城であり、蘆名氏の権力

の大きさを象徴する本拠地としての価値を有している。 

 

■南東北最大級の規模を誇る山城であり、極めて良好に保存された広大な遺構を通

じて、戦国から近世初頭にかけて歴代有力大名が関わった歴史を伝える史跡である。 

会津盆地南端の岩崎山（標高 408ｍ）の東西約 650ｍ、南北約 730ｍに及ぶ広大な城域

に、多くの平場、堀、土塁、虎口等が良好な状態で遺存し、16 世紀半ばの蘆名盛氏による

築城以来、伊達・蒲生・上杉氏ら歴代の有力大名が領国支配の拠点としてきた本史跡は、

激動の会津における戦国時代の終焉という歴史的画期を体現する極めて重要な城跡で、戦

国期における築城技術の変遷を遺構から直接読み取ることができる貴重な史跡である。 

 

■異なる役割を持つ地区を機能的に配置したすぐれた縄張 

会津盆地南端の岩崎山（標高 408ｍ）に、軍事の中枢である「実城跡」、政治・防御の

要となる「二の郭・北東郭」、そして家臣団が居住する「三日町」といった異なる役割を

持つ地区を機能的に配置した優れた縄張は、戦国大名蘆名氏の組織的な領国支配を体現し

ている史跡である。 
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第２節 史跡を構成する諸要素 

１．構成要素の区分 

本計画の対象範囲は、史跡指定地内と史跡周辺に区分される。史跡指定地内には、「１ 

本質的価値を構成する枢要な要素」、「２ 本質的価値に準じる要素」として、本質的価

値を構成する枢要な要素以外の要素、「３ その他の要素」に分け、史跡周辺における要素

も、「４ 本質的価値に準じる要素」、「５ その他の要素」に分けて、その構成要素を明

らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指定説明文に明示されている諸要素

・指定説明文から読み込むことが可能な諸要素

・史跡の歴史的な重層性を示す諸要素

・史跡の本質的価値を示す諸要素の保護の有効な
　諸要素あるいは一体をなす諸要素

・史跡の本質的価値を示す諸要素の保護に有効で
　はなく、改善等を要する諸要素

史跡を構成する要素

・史跡の本質的価値を示す諸要素の保護に有効で
　はなく、改善等を要する諸要素

史跡周辺における要素

・史跡の歴史的な重層性を示す諸要素

・史跡の本質的価値を示す諸要素の保護の有効な
　諸要素あるいは一体をなす諸要素

構成要素の分類 
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史跡指定地 

項目 諸要素 

1 本質的価値を構成す

る枢要な要素 

・本質的価値を構成する枢要な要素は、向羽黒山城が機能していた

時代の地上に表出している城郭としての遺構（堀、土塁、切岸、

平場、虎口、石積、地形） 

2 本質的な価値に準じ

る諸要素 

・本質的価値とは直接の関連性はないが、史跡を理解する上で重要

な要素であり、史跡成立以前と以後の歴史を示す歴史的関連性の

ある遺構や遺物などである。ここでは羽黒信仰と関わる奇岩等が

該当する。 

3 その他の諸要素 ・史跡の保存・活用を進める上で必要な要素で、ここでは自然公園

の諸施設としての遊歩道、東屋、手洗所、展望台、階段、スロー

プ、給水塔、修景植栽、広場、管理棟、標識、遺構表示板等のほ

か、既に整備した城道（チップ敷）、林道岩崎線（付帯施設含）

そが該当する。 

・区域内要所の土留め等の保存に関わる工作物が該当する。 

・その他 

史跡周辺（史跡指定地外） 

項目 諸要素 

5 本質的価値に準じる

要素 

・本質的価値とは直接の関連性はないが、史跡を理解する上で重要

な要素であり、羽黒山神社、馬頭観音堂跡、大山祇神社、記念碑

や石碑等が該当する。 

6 その他の諸要素 ・自然公園の諸施設や保安林の標識類等で、いずれも史跡の保存・

活用と切り離せない強い関連性を持つものであり、保安林や林道

岩崎線（付帯施設含）はもとより、第１及び第２配水池、遊歩道、

駐車場、手洗所、階段、アスレチック、町営墓地等が該当する、 

・一帯の保存・活用を進める上で必要な要素で、ここでは、羽黒山

や観音山の急斜面地の法面保護工や落石防護柵、区域内要所の土

留め等の保存に関わる工作物、また、向羽黒山城跡整備資料室が

当する。 

・阿賀川（大川）沿いの崩落防止柵や区域内要所の土留め等の保存

に関わる工作物が該当する。 

・その他 

 

構成する諸要素の概要 
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２．地区区分と構成要素 

史跡を構成する諸要素を明らかにするため、史跡指定地内の史跡を構成する諸要素と史

跡周辺における諸要素に大別して整理する。 

 史跡は岩崎山を頂点する一帯で、史跡周辺はこの国史跡の北側の羽黒山、観音山のほか、

丘陵つづきである西の柳西、南はながそね山裾までとしている。この範囲は前保存管理計

画で風致保存区域（P17）で、範囲の一部は埋蔵文化財包蔵地範囲でもあり、これを含む大

半は県立自然公園となっている。この他、向羽黒山城の外郭と推定される東側を今後の活

用と整備に向けての対象範囲と設定した。 

 

区分名 範囲等 

史 跡 指

定地内 

実城跡地区 ・本地区と二曲輪を隔てる林道岩崎線から南側の岩崎山（標

高 408ｍ）を頂点とし、東は宗像神社、西は堀切、谷を越

えた尾根一帯を範囲とする。 

二の郭地区 ・本地区は展望台が設けられている二曲輪の広場から、西は

お茶屋場曲輪、北は水の手曲輪を越えた空堀まで、東は雛

壇状の平場が続く西曲輪群を含む一帯を範囲とする。 

北東郭地区 ・本地区は北曲輪（伝・盛氏屋敷）一帯から尾根状の三曲輪

から西側の平場群一帯を含む範囲とする。 

三日町地区 ・本地区は旧家臣団屋敷といわれる三曲輪群の山裾、西曲輪

群の大型桝形虎口に至る平地の範囲とする。 

 

区分名 範囲等 

史跡指

定地外 

羽黒山・観音山地区 

 

・羽黒山神社が鎮座する羽黒山（標高 344ｍ）を含み、観音山

（標高 284ｍ）山頂には馬頭観音堂が建立されており、現在

も大山祇神社、町配水池施設、フィールドアスレチック、向

羽黒山城跡整備資料室等が所在する一帯 

・前保存管理計画での風致保存区域範囲。 

・地区の大半は、大川羽鳥県立立自然公園。 

草山地区 ・岩崎山から西方に突き出た丘陵で、山裾には日限地蔵尊堂が

祀られ、草山の山頂付近は用水堀造成の功労者である高橋

徳元の屋敷跡といわれる一帯。 

・前保存管理計画での風致保存区域範囲とする。 

・埋蔵文化財包地範囲が重なる。 

外構地区 

（十日町、六日町周辺） 

・史跡の東側で現在は田圃、ここは「本郷邑向羽黒古塁之図」

では外構えと推定される施設が存在したと推定される。 

史跡指定地の区分（P63 地区名称図と同様） 

史跡指定地外の区分 
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史跡周辺の区分図 
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３．史跡を構成する要素の特定 

上記で定めた構成要素の区分構成を次のように特定し整理する。 

地区ごとの構成要素 

区分 構成要素の区分 要素 

実城跡地区 

（一曲輪、一東

曲輪、一北曲輪） 

本質的価値を構成する枢要な要素 

 

・平場 

・横堀 

・土塁 

・虎口 

・城道 

・竪堀 

・石積 

・地形 

・出土した遺物 

・埋蔵されている遺構、遺物 

本質的価値に準じる諸要素 ・宗像神社 

・御水神社 

・岩場等 

その他の諸要素 ・遊歩道、手鎖 

・標識類 

・チップ敷園路 

・張芝等で保護整備した平場 

・遺構表示板、標識類 

・土留工作物 

・導水路（地下埋設で発電所へ） 

・樹木等 

区分 構成要素の区分 要素 

二の郭地区 

（二曲輪、二東

曲輪群、二北曲

輪群、二西曲輪

群、西上段曲輪

群、西曲輪群、西

下段曲輪） 

本質的価値を構成する枢要な要素 

 

・平場 

・堀 

・土塁 

・切岸 

・虎口 

・城道 

・竪堀 

・石積 

・地形 

・出土した遺物 

・埋蔵されている遺構、遺物 

本質的価値に準じる諸要素 ・採石場 

・乞食岩 

・ばくち岩 
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・万石岩 

・すりうす岩 

・巌窟虚空岩 

・弁天岩 

・見参岩 

・畳岩・奇岩に残る墨書 

・御用地金鉱跡 

その他の諸要素 ・林道岩崎線 

・遊歩道、駐車場、手洗所、広場東

屋、展望台、給水塔、階段、スロ

ープ、その他植栽等 

・遺構表示板、標識類 

・樹木等 

・導水路（地下埋設で発電所へ） 

区分 構成要素の区分 要素 

北東郭地区（北

曲輪、北東曲輪、

三曲輪、三西曲

輪群） 

本質的価値を構成する枢要な要素 

 

・平場 

・土塁 

・堀 

・横堀 

・虎口 

・石積 

・城道（くるみ坂）等 

・地形 

・出土した遺物 

・埋蔵されている遺構、遺物 

本質的価値に準じる諸要素 － 

その他の諸要素 ・林道岩崎線 

・遊歩道、管理棟、階段、修景植栽、

広場等 

・遺構表示板、標識類 

・樹木等 

区分 構成要素の区分 要素 

三日町地区 本質的価値を構成する枢要な要素 

 

・城道 

・短冊状地形 

・その他地形 

・埋蔵されている遺構、遺物 

本質的価値に準じる諸要素 ・太子堂 

・常勝寺跡 

その他の諸要素 ・案内板、解説板、標識類 

・電柱  ・樹木等 
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【本質的価値を構成する枢要な要素（抜粋）】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本質的価値を構成する枢要な要素位置図 

1．平場（一曲輪） 2．竪堀（一曲輪） 

3．堀切（一曲輪） 

5．虎口（二曲輪） 

4．横堀（一曲輪） 

6．堀切（二曲輪と三曲輪間） 

7．石積（二曲輪） 8．炭化物集中部（伝・盛氏屋敷跡

内） 
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本質的価値を構成する枢要な要素 位置図 

国指定史跡範囲

二の郭地区

三日町地区

指定説明文からの地区名称

虎口

竪堀

土塁

堀

平場北東郭地区

実城跡地区

1

2
4

3

5

6

7

8
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【本質的価値に準じる諸要素（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宗像神社 御水神社 

虚空蔵岩 向羽黒山東面の崖地 

太子堂 

虚空蔵岩付近墨書 

 

採石場 
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本質的価値に準じる諸要素 位置図 



 105  

【保護に資する諸要素（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内板 遺構表示板 

 

斜面地土留 城道跡（ウッドチップ敷） 

一曲輪平場芝張 標識ほか 
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【その他の諸要素（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林道岩崎線 遊歩道 

二曲輪広場 展望台（二曲輪） 

給水塔（二曲輪） 

 

スロープ（二曲輪） 

 

手洗所 管理棟（三曲輪） 
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その他の諸要素 位置図 

 

 

 

その板の諸要素 
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４．史跡周辺を構成する要素の特定 

上記で定めた地区区分ごとに、その諸要素を特定し整理する。 

地区ごとの構成要素 

区分 構成要素の大区分 要素 

羽黒山地区・観

音山地区 

本質的価値に準じる要素 

 

・羽黒山神社 

・出世稲荷 

・鳥居、階段 

・登り窯 

・馬頭観音堂礎石 

・大山祇神社 

・地形 

その他の諸要素 ・林道岩崎線（付帯施設含）、駐車

場 

・階段、園路、広場、東屋、植栽、

手洗所 

・法面保護工 

・落石防護柵 

・法面保護工 

・化石の広場 

・記念碑、石碑等 

・第１及び第２配水池 

・フィールドアスレチック 

・向羽黒山城跡整備資料室 

・民家等 

・町営墓地 

区分 構成要素の大区分 要素 

草山地区 本質的価値に準じる要素 ・地形 

・埋蔵されている遺構、遺物 

・日隈地蔵尊 

・徳元堂 

・伝高橋徳元屋敷跡 

・地形 

その他の諸要素 ・林道岩崎線（付帯施設含） 

区分 構成要素の大区分 要素 

十日町、六日町

地区 

本質的価値に準じる要素 ・地形 

・埋蔵されている遺構、遺物 

その他の諸要素 ・本陣跡 

・落石防護柵 

・田圃、農道、 
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第５章 向羽黒山城跡の現状と課題 

第１節 保存・管理の現状と課題 

ここでは、保存・管理の現状について、指定・所有・権利関係、日常管理、調査・研

究、遺構保存、自然環境、防災及び獣害について整理する。また、この現状や地区ごと

に解決すべき点を整理する。 

 

１．保存・管理の現状 

（１）指定・所有・権利関係 

・史跡指定範囲の一部には保安林区域が設定されている。 

・上記のほか史跡指定範囲の全域は大川羽鳥県立自然公園区域となってる。 

・史跡範囲のうち、85.6％が公有地である。 

・本郷発電所に配水するための配水管が、史跡地下に構築されている。 

・本町が史跡の管理団体として手続きが行われていない。 

・指定範囲の境界確定が行われていない。 

・文化財保護法第 115 条第 1 項に基づく標柱は設置されていない。 

（２）日常的管理 

・史跡の維持管理は会津美里町が行っているが、保安林、県立自然公園でもあるため、

庁内所管部署と連携・調整を取りながら行っている。 

・石段を含む遊歩道の随所に破損が見られ、歩行への安全や雨水流出による更なる障害

の発生が懸念される。 

（３）調査・研究 

・史跡指定の際、残存遺構が極めて良好に残っていたこともあり、広範囲にわたる発掘

調査は実施していない。 

・平成 14 年（2002）から平成 18 年（2006）まで、一曲輪、二曲輪、三曲輪、北曲輪、

西曲輪、三日町（史跡外）、十日町地区（史跡外）で試掘確認調査を実施し、確認調

査報告書を刊行している。 

・平成 23 年（2011）から令和４年（2022）までは２期にわたり、詳細な地形観察と地

形測量を実施し、整備事業を含めた調査整備事業報告書を刊行している。 

（４）遺構保存 

・地形保存を兼ねて、既に環境整備を実施した範囲の平場や土塁、堀の斜面等の草刈り

を実施している。 
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・試掘確認調査や地形観察等により、新たな城道や石積、土塁や堀、平場地形、井戸跡

等が確認されているが、遺構によっては急斜面地に存在するものや周囲に樹木が生育

している状況もあるため、遺構のき損が発生しやすい状況でもある。 

（５）自然環境 

・史跡指定範囲の全域は県立自然公園や保安林で、自然豊かな環境である。しかし、近

年松食い虫による松枯れ、カシノナガキクイムシによる広葉樹の枯死、降雪による倒

木等が多数発生している。対策として伐採駆除及び地上散布を例年実施しているが、

被害が多く追いついていないのが現状である。 

（６）防災及び獣害 

・史跡指定範囲には土砂災害警戒区域等の指定はないが、防災対策を施した法面裾が確

認されている。また、史跡を縦断する林道岩崎線には側溝が設置されているが、一部

で法面崩壊の履歴がある。 

・急傾斜である竪堀、その他空堀内外には滞水箇所が見受けられ、崩落が懸念される。 

・史跡内ではニホンカモシカ、クマ、イノシシ等の接近や痕跡が確認されている。会津

美里町では、有害鳥獣（クマ・イノシシ等）の出没情報を公開しているほか、クマや

イノシシの場合は、会津美里町役場農林振興課または警察（110 番）へ通報するよう

な対応となっている。 

 

２．課題 

史跡の保存・管理の現状を踏まえ、保存・管理に関する課題を史跡全体を捉えた共通

事項と地区区分にわけて整理する。 

 

（１）指定・所有・権利関係 

・共有地が存在し、登記簿の整理が為されていない。 

・史跡の管理団体としての手続きが必要である。 

・本郷発電所への配水管が地下埋設物として確認されたが、権利関係の検証が必要で

ある。 

・将来の整備計画に合わせて、史跡標柱や境界杭の設置が必要である。 

・史跡管理として所管課が管理する施設管理台帳の共有が必要である。 

（２）日常的管理 

・課題の共通認識を図りつつ、日常的な維持管理及び今後の施設更新等の計画、具体的

な維持管理方法や施工時期等について情報共有を図り、円滑な手続きの進行が得られ
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ることが必要である。 

・所管課との維持管理区分の考え方のなかで、遊歩道の破損修復や歩行への安全対策、

雨水流出による障害防止を図る協議を実施することが必要である。 

（３）調査・研究 

・史跡指定以前からこれまでの試掘確認調査や地形観察等の調査成果のとりまとめと、

最新地形測量図の調整図作成を行い、今後の保存管理の基盤情報とすることが重要で

ある。 

（４）遺構保存 

・史跡管理として遺構の状況を明らかにした管理台帳の整備が必要である。 

（５）自然環境 

・史跡の植生調査は、平成 7 年（1995）の保存管理計画書にて報告されているが、以降

は調査履歴はない。今後の維持管理の推進や整備事業にあたって、現在の植生を把握

することが必要である。 

（６）防災及び獣害 

・史跡を縦断する林道岩崎線の側溝等の定期的な維持管理の実施が必要である。 

・急傾斜である竪堀、その他空堀内外の滞水箇所やここへの流路の経過観察が重要であ

る。 

・有害鳥獣（クマ・イノシシ等）への対応は所管課と協議を図りながら、必要に応じて

対応するほか、適切な標識類の設置が必要となる。 

 

 

地区区分 現状 課題 

実城跡地区 ・本地区の宗像神社周辺の地目は境内

地で、所有は公有地である。 

・本地区は平成29年度（2017）に第１

期調査整備事業を終了している。 

・その後、整備範囲は生涯学習課で環

境整備や維持管理を行っている。 

・登り口となる二曲輪駐車場付近から

整備した範囲までの標高差が大き

く、日常管理が難しい状況である。 

・宗像神社方向からの見学は、眺望景

観に優れてはいるが、急階段が多く

安全管理上の懸念がある。 

・本郷発電所への配水管敷設の権利関

係の検証が必要である。 

・岩崎山南面急崖の景観は城を印象づ

けるものであるが、地形保存のため

の調査や措置等は行われていない。 

・近年確認された急崖での｢墨書｣等の

確認調査の検討が必要である。 

保存・管理の現状と課題 
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二の郭地区 ・本地区は公有地である。 

・二曲輪の広場は昭和58年(1983)の

広場造成で礎石等の一部が確認さ

れている。 

・公園施設として、給水塔や展望台、

東屋、斜路、階段等があり、これら

の管理は農林振興課で行っている。 

・上記以外は生涯学習課にて環境整備

や維持管理を行っている。 

・平成14年度（2002）に試掘確認調査

を行っている。 

・礎石として現地保存している石材の

収蔵庫等での保管が必要である。 

・広場は半分程度削平とあるため、史

跡保存のための調査が必要である。 

・広場の史跡整備の際には所管課との

協議が必要になる。 

 

 

 

北東郭地区 ・本地区には明治時代に登記された共

有地が存在する。 

・三曲輪の旧スキー場一帯は芝生広場

として、農林振興課が維持管理を行

っている。 

・三曲輪には保安林等の管理のための 

管理棟が設置されている。 

・上記以外は生涯学習課にて環境整

備や維持管理を行っている。 

・平成16年度（2004）、17年度（2005）

に試掘確認調査を行っている。 

・登記簿の整理が為されていないた

め、活用の推進が難しい状態であ

る。 

・尾根を隔てて、北曲輪側と三曲輪側

で異なる維持管理が行われており、

史跡としての一体的な管理が必要

である。 

・維持管理のための管理棟が史跡の管

理活用と共有することが検討できな

いか。 

三日町地区 ・本地区には、明治時代に登記され

た共有地が存在し、登記簿の整理

が為されていない。 

・現在の国史跡指定範囲の直近まで

宅地となっている。 

・平成14年度（2002）に上記境界付

近で試掘確認調査を行っている。 

・本地区への入り口にあたる箇所は

宅地が並んでいる。 

・登記簿の整理が為されていないた

め、活用の推進が難しい状態であ

る。 

・本地区の保存・管理の方法やあり

方を検討する必要がある。 
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第２節 活用の現状と課題 

ここでは、史跡の活用の現状について、日常利用、生涯学習、学校教育、観光振興での

取り組みについて整理する。また、先の現状や地区ごとに解決すべき点を整理する。 

 

１．活用の現状 

（１）日常的な活用 

・向羽黒山城跡に敷設されている林道が、健康増進の場として地域住民の散策ルートと

となっている。 

・史跡内の二曲輪やお茶屋場は展望の場として主に観光客に利用されている。また、史

跡外にフィールドアスレチックがあり、ここは地域住民の利用が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生涯学習における活用 

・向羽黒山城跡の歴史的意義や調査状況、史跡整備の方向性等をテーマとし、平成 22 年

（2010）から令和 4 年度（2022）まで、歴史講演会を年１回開催していた。 

・国史跡指定後に実施した確認調査や調査整備事業時に実施した地形確認調査の際に現

地説明会を実施していた。また、向羽黒山城まつりやイベント開催時に山城散策ウォ

ークを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

城内を通る林道 お茶屋場 

歴史講演会開催状況（令和 4 年度） 現地説明会開催状況（令和 4 年度） 
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・平成 25 年度（2013）から 27 年度（2015）まで、庁内のスポーツ担当と連携し、体育

の日にちなんだ行事として、会津美里町オリエンテーリング大会を開催していた。 

・林道岩崎線の登り口に向羽黒山城跡整備資料室（向羽黒ギャラリー）が平成 26 年度

（2014）に開館し、ガイダンス施設としての役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・向羽黒山城跡の周知や普及を図るため、ハンディサイズ（A３版二つ折り巻三つ折り）

のパンフレットを配布している。 

・公益財団法人日本城郭協会により、平成 29 年（2017）4 月 6 日に続日本 100 名城に

選定され、翌年からはスタンプラリーも行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーリング大会 整備資料室の展示状況 

向羽黒山城跡整備資料室 

観光ガイドテキストとパンフレット 続日本 100 名城のスタンプ 
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（３）学校教育における活用 

・本郷小学校と本郷中学校が一体化した「本郷学園（義務教育学校）」では、学校独自

の区分で令和８年度（2026）から郷土の教育資源や地域人材などを活用した探究活

動として「本郷科」の取り組みが始まった。児童生徒が、本史跡も含めた地元の歴

史や文化、自然環境、生活環境等を見て、知り、学ぶ活動を通じて、郷土意識を高

めることになるきっかけづくりとなることが期待される。 

・当該地域は自然公園でもあり、フィールドアスレチック等があることから、地元の

子供たちの学習や野外活動の場として活用されている。しかし、学校単位等での郷

土の歴史学習の場としての活用例は少ない。 

（４）保存・活用を支えるサポーター 

・現時点では、行政と地域住民あるいは民間団体、ＮＰＯ法人等が一体となって、本

史跡の保存と活用を支える仕組みは構築されていない。 

・（社）会津美里町観光協会が運営する観光ボランティアガイドの中に、有料であるが

城跡のガイドが行われている。 

（５）観光振興での活用 

・国史跡指定後に始まった向羽黒山城跡ふれあい茶会が元になり、現在は向羽黒山城跡

の区域全体を利用した向羽黒山城まつりとして開催されている。 

・平成 21 年度（2009）に（社）会津美里町観光協会が、観光ボランティアガイド運営

事業を開始した。本史跡に特化したガイドではないが、本史跡へのガイド対応件数は

多い。 

・（社）会津美里町観光協会が主体となり、令和６年（2024）に「全国山城サミット連絡

協議会」に加盟し、同年の第 31 回全国山城サミット益田大会に出展、また令和７年

（2025）には｢城 EXPO 2025｣（主催：お城 EXPO 実行委員会）に初出展し、本史跡の

魅力の発信に努めている。 

・向羽黒山城特設サイトは令和 5 年（2023）に開設されたサイトで、現地での見どころ

を紹介している。 

 

 

 

 

 

 
向羽黒山城まつり         向羽黒山城特設サイト            城EXPO 2025 
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２．課題 

史跡の活用の現状を踏まえ、活用に関する課題を史跡全体を捉えた共通事項と地区区

分にわけて整理する。 

 

（１）日常的な活用 

・本史跡は山城であることから、麓からのアクセスが難しく、日常的な利用は林道岩崎

線の一部が地域住民の散策ルートとなっている。活用ではこの実績を生かし、地域住

民と城跡との接点を増やしていくことが課題である。 

・実城跡地区をはじめ、来訪拠点である二曲輪の広場への来訪人数の詳細は把握されて

いないため、来訪者数やここに至る見学ルートを把握する必要がある。 

（２）生涯学習における活用 

・歴史講演会の講演状況のアーカイブ化による蓄積と発信の方法を検討するとともに、

テーマ設定による強い発信性を持つ歴史講演会の継続が重要である。 

・町の歴史や文化を学ぶ機会を会津美里町郷土資料館の運営と関連づけ、計画的に実施

展開していくことが必要である。 

・向羽黒山城跡整備資料室（向羽黒ギャラリー）は、老朽化により解体が計画されてい

るが、本郷インフォメーションセンターの活用を踏まえ、解体後後のガイダンス機能

をどのように行うかを検討する必要がある。 

  ※「続日本百名城」のスタンプ置き場等を含め 

・本史跡が持つ歴史的な魅力や自然、景観への理解が深まる登城のモデルコースが必要

である。 

・県内には蘆名氏との縁を持つ寺社仏閣、城館跡も多くあり、それらとの多様な結びつ

きはそれぞれの魅力度の向上に繋がる。そのため自治体間の連携・交流事業の促進が

重要である。 

（３）学校教育における活用 

・学校教育による本史跡の活用は、本郷学園にとどまらず、町内の各小中学校及び県立

高校を対象とし、地域学習あるいは探求学習の場として城跡への訪問機会を設けるこ

とが必要である。そのため各学校との連携を高めていくことが重要である。 

（４）保存・活用を支えるサポーター 

・日常的な活用やこれまでの生涯学習活動の改善をすすめ、行政と民間が一体となって

本史跡の保存と活用を支える意識の熟成を図ることが必要である。 

・サポーターづくりを計画的に進展させる仕組みと組織的な取り組みが必要である。 
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（５）観光振興の活用 

・展開している各種事業は、活用を主体としたものであり、これを本史跡の保存・活用

として整理して位置づけ、文化財の継承と地域振興を両立させるための仕組み作りを

行うことが重要である。 

・会津美里町として、本史跡に関するホームページでの発信は、会津美里町観光ポータ

ルサイトに統一され、かつ多様な媒体を活用し、周知を図っている。今後は史跡とし

ての深掘りした情報の発信を併せ持たせるなどの発信内容の充実が必要である。 

（６）地区区分による活用の課題 

ここでは、地区ごとの活用の課題を整理する 

 

地区区分 現状 課題 

実城跡地区 ・実城跡地区の見所等は各種パンフレ

ットでも触れられており、また、山

頂に至る園路や山頂付近の整備が

行われている。 

 

・整備されている遊歩道は、山頂の一

曲輪へ向かうルートであり、一曲輪

北東に複数の平場を持つ一北曲輪

の活用が難しい状況であるため、ル

ートの見直しを図る必要がある。 

二の郭地区 ・二曲輪の広場は向羽黒山城跡への来

訪時の重要な立寄り地点、もしくは

来訪目的地となっており、ここには

芝生広場、東屋、展望台、水飲、柵、

解説板等が、入口付近には階段、ス

ロープ等が整備されている。なお、

年１回の向羽黒山城まつりにおける

主催場としても活用されている。 

・この広場が来訪の終着点とならない

ように、二曲輪の広場の三方にある

二北曲輪、二東曲輪、二西曲輪を生

かした展望の場から、史跡見学の拠

点として、新たな見学ルートの設定

等の取り組みが必要である。 

・史跡への理解を深めるため、先の発

掘調査成果を生かした活用方法の

検討が必要である。 

北東郭地区 ・旧スキー場一帯の芝生広場は、三曲

輪であるが、遺構を説明する案内板

等も少なく、直接的な史跡活用には

至っていない。 

・北曲輪（伝・盛氏屋敷）や北東曲輪

は、間伐による遺構の視認性が向上

している。 

 

・それぞれに性格の異なる三曲輪と北

曲輪であるが、確認された城道や遊

歩道、羽黒神社等の諸要素を生か

し、見学時の来訪機会を増やす工夫

が必要である。 

・この地区から、来訪の拠点となって

いる二曲輪の広場へつながる見学ル

ートの設定が必要である。 

三日町地区 ・家臣団屋敷跡や中央通路、常勝寺

跡、太子堂等が認められるが、地区

の活用は多くはない。 

・遺構の保存・活用と地域住民の住

環境の保全を両立させるための取

り組みの充実が必要である。 

 

活用の現状と課題 
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第３節 整備の現状と課題 

ここでは、史跡の整備の現状について、｢史跡向羽黒山城跡整備計画｣に基づき、平成23

年（2011）から平成29年（2017）までの実城跡地区を中心とする第１期整備、平成30年

（2018）から令和４年（2022）までの二の郭地区を中心とする第２期整備の実施状況を現

状として捉え、解決すべき課題を整理する。 

 

１．地区区分ごとの整備の現状 

ここでは、第１期整備、第２期整備、その他の現状を整理する。 

整備概要と実施状況（現状） 

地区区分 整備概要 現状 

【第１期整備】 

一曲輪群整備地

区 

※史跡指定説明

では実城跡地区

の一部にあたる。 

①二曲輪から山頂部への城道と虎口

の整備 

②岩崎山山頂部の平場の整備 

③頂上部から搦手の城道と虎口整備 

④城道に近接する土塁や堀の整備 

 

・一帯の下草刈りや樹木整理を行うこ

とで、虎口形状が判然とし、出入り

の体験が行える。 

・確認された城道４箇所のうち、２箇

所にウッドチップ敷による保護と表

示を行っている。また、礎石建物跡

等に遺構表示板等を設置した。 

・岩崎山山頂一帯も下草刈りや樹木整

理を行い、起伏のある連続した平場、

土塁や堀等が明確になった。その際

に確認された石積み等は、そのまま

現況保存されている。また、下草繁

茂を防ぐため張芝が行われている。 

・地区で確認された遺構に、木製置型

の遺構表示板（８基）を設置してい

る。 

【第１期整備】 

北曲輪群環境整

備地区 

※史跡指定説明

では北東郭地区

の一部にあたる。 

①伝・盛氏屋敷跡の平場とそれを取り

囲む堀・土塁の整備 

②くるみ坂とその周囲の平場群の整備 

③お茶屋場へ続いていたと推定される

城道の整備 

・一帯の下草刈りや樹木整理を行うこ

とで、土塁や堀形状が判然とし、北

曲輪、北東曲輪が明瞭となっている。 

・くるみ坂やお茶屋場へ続いていたと

推定される城道の下草刈りや樹木整

理を行い、通路の連続性が明確にな

った。その際に確認された石積みや

石列等はそのまま現況保存されてい

る。 
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【第２期整備】 

二曲輪群重点整

備地区 

※史跡指定説明

では二の郭地区

の一部にあたる。 

①二曲輪広場の整備 

②二曲輪から三曲輪への城道とそれに

付随する諸施設の整備 

③二曲輪と三曲輪を分ける大きな堀と

土塁の整備 

④建物跡が確認された平場の整備 

・昭和58年（1983）に整備された二曲

輪広場は、農林振興課が管理してい

る。 

・二曲輪から三曲輪への城道一帯の下

草刈りや樹木整理を行い、虎口や土

塁、堀等が見やすく、かつ駐車場付

近まで通行が容易になっている。 

・その際に発見した石積みや石列等は

現況保存している。 

・曲輪間の大きな堀切は樹木整理を行

い、見通しを図った。 

・建物跡が確認された平場と建物跡は

現況保存とし、建物跡を含めて木製

置型の遺構表示板９基を設置した。 

【史跡向羽黒山

城跡整備計画で

実施していない・

西曲輪群環境整

備地区】 

※史跡指定説明

では二の郭地区

の一部にあたる 

①城道と虎口等の諸施設の整備 

②ひな壇状に残る平場の整備 

 

平成18年に試掘調査や地形測量に

伴う下草刈りや樹木整理を行った。そ

の後は維持管理を行っていない。 

 

【史跡向羽黒山

城跡整備計画で

実施していない・

三曲輪群環境整

備地区】 

※史跡指定説明

では北東部地区

の一部にあたる 

①スキー場跡地の整備 

②スキー場跡地以外の城道や平場の

整備 

本地区の芝生広場は、農林振興課に

より維持管理が行われている。その他

の地区内では、第２期整備は実施して

いない。 

【史跡向羽黒山

城跡整備計画で

実施していない・

大手環境整備地

区】 

※史跡指定説明

では三日町地区

の一部にあたる 

①三日町集落から城内へ続く城道の

整備 

②城道の両側に広がる短冊状の平場

の整備 

・本地区は民有地であり、ここでは第

２期整備は実施していない。 

・町では史跡案内板を設置している。 
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【史跡向羽黒山

城跡整備計画で

実施していない・

大手環境整備地

区】 

※史跡指定説明

では実城跡地区、

二の郭地区の崖

面にあたる。 

①基本的には現状のままとする。 

②病害虫による枯損木が発生した場

合は、景観維持・拡散防止のために

速やかに除去する。 

・第２期整備は実施していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
整備計画書における地区設定図 
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２．課題 

史跡の整備の現状を踏まえ、整備に関する課題を史跡全体を捉えた共通事項と地区区

分にわけて整理する。 

 

（１）史跡の価値を高める戦略的な整備 

・史跡内は庁内の複数部署による管理が行われており、森林の維持管理の方向性や施設

の改修等にあたっての共通認識は図れるが、今後は目指すべき向羽黒山城跡の姿を共

有したうえでそれぞれの事業を進めることが必要である。 

・先の整備基本計画では一曲輪群群整備地区の事業は終了したものの、二曲輪群重点整

備地区における平場（二曲輪広場を含む）は史跡としての整備には至っていない。ま

た、二曲輪東側で確認された採石場とも推測される場も手つかずであり、ここへのア

クセスも容易とはいえない。そのため整備の重点地区と定めた二曲輪群重点整備地区

の整備進行の見直しを進め、新たな史跡訪問への魅力としていくこと等が課題である。 

（２）公園諸施設の老朽化や破損への対応 

・林道岩崎線や遊歩道は、雨や雪等による土砂流出、アスファルト破損、付帯施設の損

傷等が生じている。特に遊歩道や石段の破損や崩れも数多く発生していることから、

雨水処理を含めた適切な修理が必要である。 

・便益施設（手洗所）が整備されているが、いずれも旧式であり、快適な利用ができる

設備への改修等が急務である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サインによる情報発信の充実 

・要所には地区概要の案内板が設置されているが、これに即した遺構解説板が少なく、

史跡としての適切な位置とデザインによる説明板の設置を検討する必要がある。 

 

 

既存の手洗所 破損している遊歩道 
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（４）史跡内の継続的な環境整備の推進 

・城跡の地形を見て、体感することができるように草刈り等の維持管理を実施している

がこれらを継続して行える方法や体制の整備が必要である。 

・遺構の視認性向上とともに雨水流出を踏まえた樹木管理が必要である。 

・環境整備のなかでは、各種遺構に対して、草刈りや最小限度の樹木整理をどの程度行

うかの方向付けが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（５）地区区分による整備の課題 

ここでは、保存と活用のための整備の課題を、地区ごとに整理する。 

 

 

地区区分 現状 課題 

一曲輪群整備地区 

※史跡指定説明では実城

跡地区の一部にあたり、

第１期整備事業が終

了している。 

。 

遊歩道範囲は農林振興課が、その

他は生涯学習課が維持管理を行って

いる。 

【保存のための整備】 

・下草刈りと樹木整理。 

・風雪による倒木等が多く発生して

いるため定期的な除去等の対応が

必要である。 

・張芝は十分生育しているが、定期

的な観察が必要である。 

地区別の整備の課題 

案内板 遺構表示板 

環境整備前 環境整備後 
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・地被（芝生）による地表面等保存。 

【活用のための整備】 

・確認された城道の整備。 

・確認された石積みの現況保存。 

・遺構表示板等の設置。 

・城道整備のウッドチップの一部が

地面と同化しているため、表示方

法の検討が必要である。 

・遺構表示板は名称のみの表示であ

り、紙媒体やITCを利用した説明の

検討が必要である。 

北曲輪群環境整備

地区 

※史跡指定説明では北東

郭地区の一部にあたる。 

北曲輪と北東曲輪は、生涯学習課

が草刈りと樹木整理等の維持管理を

実施している。 

【保存ための整備】 

・下草刈りと樹木整理。 

【活用のための整備】 

・くるみ坂や城道の下草刈り。 

・北曲輪、北東曲輪の下草刈りと樹

木整理等での景観の持続性が短い

ため、計画性のある環境整備が必

要である。 

・確認された城道を利用した見学が

できる等への対応が課題である。 

二曲輪群重点整備

地区 

※史跡指定説明では二の

郭地区の一部にあたり、

第２期整備事業が行われ

ている。 

 

二曲輪広場等は農林振興課が、水

の手等は、生涯学習課が維持管理を

実施している。 

【保存ための整備】 

・下草刈りと樹木整理。 

【活用のための整備】 

・芝生広場、植栽、柵、解説板、東

屋、展望台、水飲、給水塔、手洗

所、階段、スロープ等（昭和58年

に公園整備にて整備）。 

・遺構表示板等の設置。 

・枯損木等を残置処理しているが、

場外搬出もしくはチップ処理等の

検討を進めることが必要である。 

・下草刈りと樹木整理後の景観の持

続性が短いため、計画性のある環

境整備が必要である。 

・二曲輪広場は発掘調査等は限定的

であり、この位置は史跡内でも重

要な地点である。前整備計画の見

直し等の検討が必要である。 

・確認されている遺構（礎石）の整

備の検討が必要である。 

・遺構表示板は名称のみの表示であ

り、紙媒体やITCを利用した説明の

検討が必要である。 

・西曲輪群環境整備

地区 

※史跡指定説明では二の

郭地区の一部にあた

る。前整備計画での整

備事業は実施されてい

ない。 

地区内の遊歩道は農林振興課が、

その他は、生涯学習課が維持管理を

実施している。 

【保存のための整備】 

・現況保存。 

【活用のための整備】 

・実施なし。 

・下草刈りと樹木整理後の景観の持

続性が短いため、計画性のある環

境整備が必要である。 

・確認された遺構（半地下式の倉跡、

桝形虎口の石積み、石列、推定城

道）が体験できる樹木整理や下草

対応、遺構表示板等の整備の検討

が必要である。 

・三曲輪群環境整備

地区 

※史跡指定説明では北東

郭地区の一部にあた

る。前整備計画での整

地区内の遊歩道や芝生広場は、農

林振興課が維持管理を実施してい

る。 

【保存のための整備】 

・徒歩で見学する魅力の発見ができ

るように、西北曲輪群等から二曲

輪広場へつながるルート案内等を

整備（地区の案内板、標識、紙媒
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備事業は実施されてい

ない。 

・三曲輪は芝生広場として維持管理

が行われている。 

【活用のための整備】 

・実施なし 

体等）することが必要である。 

・確認された遺構の遺構表示板等の

設置検討が必要である。 

・大手環境整備地区 

※史跡指定説明では三日

町地区の一部にあた

る。前整備計画での整

備事業は実施されてい

ない。 

【保存のための整備】 

・所有者による維持管理が行われて

いる。 

【活用のための整備】 

・案内板を設置しているが、その他

の整備は行われていない。 

・民有地範囲の城道の通行が難しい

箇所や樹木繁茂による短冊状地形

が視認しづらい場所も多くあり、

適切な管理に向けて、地域住民や

所有者との協議が必要である。 

・太子堂内の木造聖徳太子立像の盗

難防止の検討が必要である。 

・地域住民や所有者との協働で、史

跡と住居が隣り合う環境整備の方

向性を探ることが重要である。 

・史跡の性格の大きな要素であるこ

と伝えるため解説案内等は史跡の

入り口等への設置を検討する。 

・岩崎山斜面地区 

※史跡指定説明では

実城跡地区、二の郭地

区の崖面にあたる。前

整備計画での整備事

業は実施されていな

い。 

地区の大半は県立自然公園と一部

は保安林である。 

【保存のための整備】 

・現在はこの地区では定期的な維持

管理は実施されていない。 

【活用のための整備】 

・第２期整備は実施していない。 

・必要に応じて枯損木等除去の対策

を検討する必要がある。 

・この地区を特徴づけている奇岩等

を外部から見やすくする等の検討

が必要である。 

・赤色立体地図で確認された六日町

側からの登坂路の調査、整備を検

討する必要がある。 
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第４節 運営・体制整備の現状と課題 

１.運営・体制整備の現状 

ここでは、史跡の運営・体制整備の現状について整理する。また、先の現状や地区ごと

に解決すべき点を整理する。 

（１）複数部署による管理 

・保安林や県立自然公園として整備された経緯があり、県立自然公園及び保安林として

農林振興課が、国史跡として生涯学習課が担当している。 

・観光的な側面では（社）会津美里町観光協会が窓口となっているほか、その他文化行

政に関わるものは生涯学習課が窓口となっている。 

・実際の管理区分は明文化はされてはいないが、おおよそ次のように区分している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当区分 主な管理区分 所管法令 

生涯学習課 第１期及び第２期整備範囲 

・環境整備、その他、解説板、案内板等 

・上記の維持管理業務 

文化財保護法等 

農林振興課 県立自然公園範囲及び保安林 

・林道岩崎線の幅員植栽、駐車場等の付帯 

施設 

・生活環境保全林事業で整備された、遊歩道（石

段含む）、案内板、三曲輪旧スキー場、芝生

広場、植栽、柵、解説板、東屋、展望台、水

飲、給水塔、手洗所、階段、スロープ等 

・上記の維持管理業務 

森林法 

県立自然公園条例 

 

 

 

史跡指定範囲

保安林

自然公園

史跡整備を
行った範囲

林道岩崎線

遊歩道

生活環境保全林
事業で整備した箇所

区分概念図 
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（２）生涯学習課の体制 

・生涯学習課 文化係(郷土資料館)には文化財の専門職員が１名であり、郷土資料館運営

をはじめ文化関係の一切を統括して従事している。 

・保存活用における指導・助言組織の体制は、文化庁、福島県教育委員会及び本保存活

用計画策定員会による指導・助言を得ながら進展させている。 

（３）他組織との連携 

・史跡を活用する団体等との連絡協議はその都度に行っている。 

・主なイベントの主管は、（社）会津美里町観光協会が担当している。 

 

２.課題 

現状を踏まえ、運営・体制整備に関する課題を整理する。 

（１）複数部署による管理 

・担当課ごとに必要な業務は遂行しているが、史跡を一元的に保存・管理・活用を推進

するためには、横断型の連絡調整体制の構築が必要である。 

・実際の管理区分と相互の管理内容やルールを明文化していくことが必要である。 

（２）生涯学習課の体制 

・向羽黒山城跡の適切な保存・活用を進めるうえで、専門職員の増員が必要である。 

・史跡の保存・整備・活用を図るため上記の連絡体制の強化及び学識経験者からなる専

門委員会を適時設置し、専門的な指導体制の強化を進める必要がある。 

（３）他課との連携 

・蘆名氏と歴史的な縁がある自治体との連携を検討する。 

・地域の大学や関連機関等と活用のための連携の充実を検討する。 

・イベント開催等の活用の場面において、事業主体者との連絡調整体制の構築が必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 127  

第６章 大綱・基本方針 

第１節 大綱 

向羽黒山城跡は、中世の南東北地域を治めた蘆名盛氏によって築かれた全国でも有数の

規模を誇る山城であり、また、その残存状況も極めて良好であることから国史跡になった

経緯がある。さらには本町においては、唯一の国指定史跡であり、自然公園として整備さ

れていることから地域住民にも積極的に利活用されている。 

これらの状況や史跡の特徴、本質的価値などを踏まえ、史跡向羽黒山城跡の望ましい将

来像を以下に示す 

 

歴史の息吹を感じ 

今に活かす蘆名の城跡を未来へ 

キャッチフレーズ案 

◼ 白鳳山の豊かな自然に包まれ、中世の山城を今に伝える雰囲気を損ねること

ない史跡空間を形成する。 

◼ 地域の歴史を学習する拠点とする。 

◼ 地域住民、関係機関、行政などが連携して協働し、いまを生きる城として活用

する。 

第２節 基本方針 

1．保存・管理の基本方針 

（１）遺構保護を最優先とした日常的な維持管理を適切に行い、史跡景観の維持・向上

を図る。 

（２）史跡内の民有地の公有化は段階的・長期的に進める。 

（３）遺構の状況把握や城跡内の現況植生を明らかにし、史跡景観のありようを定めた

適切な植生管理を行う。 

（４）史跡の確実な保存、保安林や自然公園管理による保存・管理が進められよう現状

の変更の取扱い方針を定める。 

（５）見学時も安全を確保できるよう所管課と協働して獣害対応を進める。 
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（６）防災対策は、県立自然公園や保安林の所管課と協働し、必要な防災対応を進める。 

２．活用の基本方針 

（１）多くの来訪者が城跡を訪れ、歴史に触れることによって、郷土愛が育まれる活用

を推進する。 

（２）史跡や自然、そこから派生する様々な歴史や事象を活かした学校教育や生涯学習

を推進する。 

（３）蘆名氏との縁を生かした県内外の自治体や団体との交流を推進する。 

（４）地域の伝統文化や周辺の観光資源と面的につなぎ、滞在時間を延ばすことにより

地域経済への波及効果を高めていく周遊ルートを構築する。 

３．調査・研究の基本方針 

（１）史跡内の石積遺構や土塁、堀等の現況を遺構台帳として整理し、今後の保存管

理や整備における基礎情報とする。 

（２）史跡における文献史料調査を継続して進め、当時の政治的状況、関わった歴史

上の人物、事件の経緯などを明らかにし、史跡の物語性を構築する。 

（３）奇岩等の本質的価値に準じる諸要素の現況を把握するドローン調査を計画的に

実施し、巌館銘に記された城の姿の解明を進める。 

４．整備の基本方針 

（１）良好な現状遺構の保存を前提として、城を想像できる整備とする。 

（２）向羽黒山城の中枢部として、二曲輪広場の整備とこの周辺の平場の解明と整備を

進める。 

（３）確認された城道を活かした見学ルートの開発と整備を進める。 

（４）代替としてのガイダンス機能を持つ場の検討・整備を図る。 

（５）見学時の安全確保が図れるよう既存の便益施設・管理施設の段階的な整備や改善

を進める。 

（６）地域住民と連携・協働ができる整備を行い、来訪者が身近に歴史を感じることが

できる史跡とする。 

５．運営・体制の基本方針 

（１）史跡に関わる庁内の関係部署との役割分担や調整が必要であることから、情報共

有を積極的に行い、持続する史跡の保存・管理の体制を構築する。 

（２）住民、行政、関係機関が連携して史跡の保存・活用を継続的に取り組める体制を

構築する。 
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第７章 保存・管理 

第１節 保存・管理の方向性 

史跡向羽黒山城の保存管理を進めるにあたって、以下の基本的な方向性に基づき、地

区ごとの保存管理方法や追加指定などの考え方を示す。 

 

１．全体の方向性 

（１）価値を恒久的に維持するため、現在までの整備状況に応じた２つのアプローチを基

本方針とする。 

【公開・活用のための「維持管理」】 

・生涯学習課が実施した事業による第 1期及び第 2期整備区域は、遺構の視認性を

高く保ち、見学者が安全に見学し、歴史を体感できる状態を維持する適切な日常

管理を行う。 

・指定以前に整備・公開・活用している範囲は、現在の活用が持した空間を維持す

ると共に、遺構保存ができ、かつ史跡としての一体感を創出する日常管理を行う。 

【保護・解明のための「予防保全」】 

・城跡における上記以外の未整備区域は、適切な植生管理等による遺構の破損を防

ぎ、現況地形や景観の維持を図る。 

（２）史跡の日常的な点検を実施し、それらの情報に基づいた計画的な調査や保存管理を

実施していく。 

（３）史跡の保存管理には生涯学習課のほか、保安林や自然公園等の所管課が関わること

から、本質的価値の確実な保存を図るため、史跡の価値を損なうことのない現状変

更等の取扱基準を明確にし、それぞれの維持管理等に取り組む必要がある。 

（４）遺構等の諸要素の保存に向けた現状把握や植生調査、雨水排水の現状把握と分析、

鳥獣被害への対策等の取り組みを計画的に進める。 

（５）遺構のき損が生じないように、枯損木や衰弱木、風倒木等の危険性のある樹木は、

他管理者の同意を得たうえで適宜伐採を検討する。 

（６）き損している箇所や保存のために早期の対応が必要な所は、優先度を検討し、史跡

の価値を損なうことのないように必要な調査や保存対策を実施する。 

（７）指定地の公有化は、共有地の登記整理を図りつつ、土地所有者の意向等の諸条件が
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整ったところから進めることとする。 

２．地区別の方向性 

（１）地区区分の考え方 

保存管理にあたって、その特性に応じた保存・管理を図るため、史跡指定範囲をＡ区、

周知の埋蔵文化財包蔵地範囲で史跡指定範囲外をＢ区、史跡指定範囲に隣接する箇所で、史

跡と一体的な活用を目指す範囲をＣ区、現況の環境を保全していく範囲をD区とし、詳細

を次のように設定し、保存管理の方向性と方法を定める。 

 

地区区分 

地区区分 主な法規制 範囲 

国史跡指定

範囲 

Ａ１区 

文化財保護法 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自

然公園内） 

・史跡指定範囲で、本質的価値を構成する枢

要な要素が集積している区域で、一曲輪、

二曲輪、三曲輪、三日町等の範囲で、阿賀

川（大川）に面した崖地を除く主要な範囲。 

Ａ２区 ・史跡指定範囲で、本質的価値を構成する枢

要な要素が集積している区域の阿賀川（大

川）に面した崖地範囲。 

・本区の東側は保安林で、北側の一部は森林

対象民有林である。 

・大川羽鳥県立自然公園内でもあり、良好な

自然保護との調整を図りつつ景観を維持

することが求められている「第2種特別地

域」である。 

国史跡指定

範囲・外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ区 文化財保護法 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自

然公園内） 

 

・史跡指定範囲に隣接する周知の埋蔵文化

財包蔵地である。 

・史跡から谷や尾根筋が続いている範囲であ

るが、今のところ明瞭な城跡と関わる遺構

は確認されていない。 

・本区は、保安林や大川羽鳥県立自然公園内

で、通常の農林漁業などを容認しながら景

観を維持する地域とされる「第３種特別地

域」である。 

・本区の一部は、大川羽鳥県立自然公園内

で、良好な自然保護との調整を図りつつ景

観を維持することが求められている「第2

種特別地域」である。 
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国史跡指定

範囲・外 

 

 

 

 

 

Ｃ区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自

然公園内） 

 

 

 

 

 

 

・史跡指定範囲に隣接する箇所で、史跡と歴

史的なつながりをもつ羽黒神社や憩いの場

あるいは身近な展望の場として地域と強い

つながりのある観音山を含む範囲であり、

史跡範囲との一体的な利用を想定する範

囲である。 

・本区は、保安林や大川羽鳥県立自然公園内

で、通常の農林漁業などを容認しながら景

観を維持する地域とされる「第３種特別地

域」である。 

D１区 

 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自

然公園内） 

 

 

・史跡から谷や尾根筋が続いている範囲であ

るが、今のところ明瞭な城跡と関わる遺構

は確認されていない。 

・本区の大半は、大川羽鳥県立自然公園内

で、通常の農林漁業などを容認しながら景

観を維持する地域とされる「第３種特別地

域」である。 

D２区 

 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自

然公園内） 

 

・史跡から谷や尾根筋が続いている範囲であ

るが、今のところ明瞭な城跡と関わる遺構

は確認されていない。 

・本区は、大川羽鳥県立自然公園内で、通常

の農林漁業などを容認しながら景観を維持

する地域とされる「第３種特別地域」であ

る。 

D３区 

 

農業振興地域の整

備に関する法律 

・十日町、六日町と想定される外構一帯で現

況は整備された圃場であり、一部の地下 

・本区は農業振興地域の整備に関する法律に

よる農用地である。 
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 地区区分図 
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（２）地区区分ごとの方向性 

先に地区区分した、史跡指定範囲内のＡ１区及びＡ２区、周知の埋蔵文化財包蔵地範

囲のＢ区、史跡指定範囲に隣接し、一体的な活用を目指すＣ区の保存管理の方向性を次

のように定める。 

地区ごとの方向性 

範囲 地区区分名 方向性 

国史跡指定

地範囲 

Ａ１区 ・史跡指定地であることから、本質的価値を構成する枢要な要素、

準じる諸要素の現状把握を進める。 

・それらの諸要素である遺構や地形等を厳密に保存するため、管理

を行う関連部署と協議を図りつつ、日常点検などを通じて、適切

な史跡環境としての管理を進める区域とする。 

Ａ２区 ・史跡指定地であることから、本質的価値を構成する枢要な要素の

現状把握を進める。 

・準じる諸要素のうち、阿賀川（大川）沿いの奇勝は、史跡の地形

的な特徴であり、巌館銘での風景を彷彿とさせるもので、これら

の準じる要素の現状把握を進める。 

・それらの諸要素である遺構や地形等を厳密に保存するため、関係

部署との協議を図りつつ、適切な史跡環境としての管理を進める

区域とする。 

国史跡指定

地・外 

Ｂ区 ・本区は周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いを基本とした保存管理を

行う。また、三日町範囲はＡ１区への動線でもあるため、地区に

おいて、史跡指定地と同等な価値を有する遺構が確認されたとき

は、現状保存を行い、文化財保護法に基づく手続きを行う。 

Ｃ区 ・史跡と一体となった活用を目指す区域とする。 

・観音山の一部は周知の埋蔵文化財包蔵地としての取扱いを基本と

した保存管理を行う。 

・地区は保安林、県立自然公園範囲として適切な景観維持に努める。 

・史跡と一体となった活用を目指す区域としての価値を高めるため、

地区に関わる文献調査を含めた諸調査を必要に応じて進める区域

とする。 

・地区において史跡指定地と同等な価値を有する遺構が確認された

ときは、文化財保護法に基づく手続きを行う。 

D１区 ・自然環境および史跡景観の保全の観点を重視する区域とし、景観

維持に努める。 

・地区の一部は、県立自然公園範囲として適切なの取扱いを基本と

した保存管理を行う。 

D２区 ・上記同様。 

D３区 ・史跡景観の保全の観点を重視する区域とし、景観維持に努める。 
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第２節 保存・管理の方法 

史跡の本質的価値を確実に後世に伝えていくための方向性を踏まえ、その全体の方法と

地区区分ごとの方法を示す。 

 

１．全体の方法 

（１）日常管理等 

 史跡の現況を踏まえた適切な維持管理をするために、遺構（石積、土塁、堀、その

他）の位置や保存状態等のほか、史跡内の構造物、建築物、石造物等を記した管理

台帳を準備し、日常的な点検・管理の基礎とする。 

 史跡を適切に管理するため、町民はもとより土地所有者等（個人所有や共有地等）

や神社管理者、関係する部署（農林振興課、にぎわい創造課）及び関係機関（会津

大川土地改良区等）に本計画で定める現状変更等の取扱い基準について周知するな

ど、遺構保存に関する理解促進に努める。 

 現状変更等が不要な日常的な管理を明確にし、実務管理を担う生涯学習課と農林振

興課にて共有後、枯損木、風倒木等の処理、史跡内の除草、樹木等の小規模な剪定 

通路面等の簡易な補修（掘削なし）、掘削を伴わない小規模な既存建築物や工作物

等の維持管理を進める。 

（２）遺構保存 

 指定地範囲の境界杭の設置を計画的に進める。 

 遺構は現状保存を基本とする。 

 き損している遺構の復旧方法を検討する。 

遺構の保存状態や緊急性、立地環境、見学の可能性等から優先度を検討し、実施が

必要なものを選択し、適宜復旧整備を進める。 

遺構のき損の進行を防ぐため、遺構の構造把握等の調査成果を踏まえた保存対策を

検討する。 

 き損遺構付近にある枯損木や衰弱木等の危険木は、遺構のき損を防ぐため、所有者

や他管理者等の了解を得たうえで可能な限り早期に伐採を検討する。その際は原則

抜根は行わない。 

（４）自然環境 

 地形保存や史跡景観の維持を図るための必要な枯損木、風倒木等の処理、樹木等の 

小規模な剪定を原則とした維持管理を行う。 
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 史跡内外での確保すべき景観や視点方向は、次段階での基本計画で定めるものとし、

当面は現況植生に影響が生じないことや本質的価値や現況景観が失われないように

植生管理を行う。 

 現況と確認された貴重種等はその都度判断して保存を図るほか、外来種等も同様に

判断後伐開を含めた対応を図る。 

 これらの施策の前提として、史跡の環境保全調査の実施を検討する。 

（５）防災及び獣害対応 

 土砂災害警戒区域は史跡範囲外であるが、城跡には急傾斜である竪堀や崩落履歴の

ある斜面地等も確認されている。防災対策は遺構保存とともに来訪者の安全確保が

必要である。そのため他の所管課との協議を図りながら早期発見の方法や連絡、復

旧対応の方法等の検討を進める。 

 史跡内ではニホンカモシカ、クマ、イノシシ等の接近や痕跡が確認されている。そ

のため生息しやすい水辺の藪、実生木の花木（果樹）等の整理に努めるほか、確認

時の連絡、緊急対応の方法を明らかにする。 

（６）今後保存を要する土地の公有化 

 史跡範囲の共有地等について登記簿の整理を進め、条件の整った範囲から指定地の

公有地化を計画的に実施する。 

 

２．地区別の保存管理の方法 

（１）Ａ１区 

Ａ１区の保存管理の方針を、第７章第１節第２項で定めた方向性に則り、以下に地区

の保存管理の方法を示す。   

なお、町組織上で県立自然公園及び保安林の所管課は農林振興課で、指定以前に整備

された二曲輪の展望台、水飲み、階段、斜路、広場内低木や樹木、サイン、手洗所、駐

車場、給水槽、三曲輪の芝生の広場、管理棟、林道、お茶屋場、自然公園の遊歩道等、

その外では生涯学習課による面的な環境整備を行った範囲以外の範囲の管理を行ってい

る。 

ここでは史跡の保存活用計画という視点での管理方法を示す。 

地区別の方向性 保存管理方法 

国史跡指定範囲は、史跡の

本質的価値を構成する枢要な

・管理台帳を作成し、日常点検による厳密な保存を図る。 

・第１期調査整備、第２期調査整備が終了している範囲は、

Ａ１区 保存管理方法 
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（２）Ａ２区 

Ａ２区は、史跡指定範囲内で本質的価値を構成する枢要な要素が集積している区域の阿

賀川（大川）に面した史跡の北と東の崖地である。 

ここでは、遺構の確認とその維持管理等のほか、阿賀川（大川）沿いの斜面や急崖の現

状把握を進め、第７章第１節第２項で定めた方向性に則り、地区の保存管理の方法を示す。 

要素が集中している範囲で、

それらの要素である遺構や地

形等を厳密に保存するため、

日常的な維持管理、植生管理

などを通じて、適切な史跡環

境の管理を進める区域とす

る。 

文化財保護法 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自然公園内） 

 

生涯学習課が日常管理による史跡の維持管理を進め、他は

所管課と事前協議を進め、日常的な維持管理を行う。 

・地区の諸施設は、所管課である農林振興課が生涯学習課と

適切な協議を図り、遺構にき損が生じない維持管理や対応

を進める。 

【留意点】 

・雨水による流亡や植物繁茂に留意し、現況地形に変状が生

じないように維持管理を行う。 

・竪堀、空堀等は周辺の植生管理に留意し、堀内の土砂の流

失による破損を防ぐ維持管理を図る。 

・風倒木による見学ルートの遮断や史跡内の遺構を見る視点

が塞がれないよう適切な処理を進める。 

・一曲輪からの阿賀川（大川）上流方向、左下り観音堂方向、

会津盆地を見通すことができる現状景観、二曲輪からの会

津若松市方面を見通す景観を維持するため、地形保存に留

意しながら、景観を阻害する樹木整理を行う。 

・整備事業によらない解説板類は、位置や機能、状態を踏ま

え、所管課と協議のうえ整理を検討する。 

・史跡内の民有地や共有地の公有地化を計画的に進める。 

・林道及び付帯設備等は史跡の適切な管理行為を遂行するう

えで必要な車両通行の機能を担っているが、反面城跡の縄

張を見えにくくしている。そのためこの機能は維持しつつ、

遺構保存と縄張の見せ方の方法を検討する。 

地区別の方向性 保存管理方法 

地区は史跡指定範囲で、こ

こでは主に樹木等の定期点検

・本区における阿賀川（大川）沿いの急崖は現況維持を原

則とする。 
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（２）Ｂ区 

Ｂ区は、周知の埋蔵文化財包蔵地範囲で、史跡指定地以外の範囲である。ここは三日

町の集落を含む範囲であるほか、大半は大川羽鳥県立自然公園で第３種特別地域に指定

されている山地地形である。 

ここでは、現状保存を基本とし、その取扱いは文化財保護法第 93 条の「周知の埋蔵文

化財包蔵地」に準じる。 

 

を通じて、適切な史跡環境の

管理を図る区域とする。 

文化財保護法 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自然公園内） 

 

・北側斜面地における遺構の現状把握を進め、これに基づ

く管理台帳を作成し、定期点検による厳密な保存を図る。 

・定期点検にて確認された管理事項は、生涯学習課と農林

振興課で協議して実施する。 

【留意点】 

・雨水による流亡や植物繁茂に留意し、現況地形に変状が

生じないように維持管理を行う。 

・阿賀川（大川）沿いの奇勝を構成する奇岩や岸壁は、周

辺樹木の生育により、その現状は不明瞭である。ここで

は史跡の本質的価値に準じる要素として、それらの現状

把握を進める。 

・同様に北側斜面地には、六日町側からの通路やお茶屋場

と北東曲輪間の斜面部等にも平場が見受けられることか

ら、それらの現状把握を進める。 

・本郷発電所への配水管ルート上の地表観察による現状把

握を行い、史跡への影響を確認する。 

・整備事業によらない解説板類は、所有者や管理者を明ら

かにし、必要な整理を検討する。 

地区区分 保存管理方法 

本区は周知の埋蔵文化財包

蔵地の取扱いを基本とした保存

管理を行う。 

文化財保護法 

森林法 

自然公園法 

（大川羽鳥県立自然公園内） 

・土地所有者や関係者等との協議を図り、現状保存に協力

を求める。 

・周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いを基本とした保存管理

を行う。 

・本区は所管課である農林振興課が、自然公園範囲として

の管理を行っている。 

【留意点】 

・所管課である農林振興課と適切な協議を図り、遺構にき

Ｂ区の保存管理方法 
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（３）Ｃ区 

Ｃ区は、指定範囲と一体となった活用を目指す地区とし、保安林、自然然公園範囲とし

て適切な景観維持に努める。さらに活用を目指す区域としての価値を高めるため、地区と

史跡との関わりの解明を必要に応じて進める区域とする。 

 

（４）D 区 

D区は、自然環境および史跡景観の保全の観点を重視する区域とし、景観維持に努める 

る区域とする。 

損が生じない維持管理や対応を進める。 

・三日町の集落範囲において、史跡指定地と同等な価値を

有する遺構が確認されたときは、文化財保護法に基づく

手続きを進める区域とする。 

地区区分 保存管理方法 

本区域は史跡と一体とな

った活用を目指す区域とす

る。また、地区と史跡との関

わりの解明を必要に応じて

進める区域とする。 

・観音山の一部は周知の埋蔵文化財包蔵地としての取扱いを

基本とした保存管理を行う。 

・地区は保安林、自然然公園範囲として、所管課である農林振

興課が、適切な維持管理を行っている。 

・その他、町の上水施設は、所管課である建設水道課が維持管

理を行っている。 

【留意点】 

・地区と史跡との関わりの解明を必要に応じて進める区域とす

る。 

・史跡の事実上の導入部にあたる地区であることから、所管課

と相互の理解を図る。 

地区区分 保存管理方法 

本区域は、自然環境および

史跡景観の保全の観点を重

視する区域とする。 

・D１区の一部は、県立自然公園範囲として適切なの取扱いを基

本とした保存管理を行う。 

・D２区の全体は、県立自然公園範囲として適切なの取扱いを基

本とした保存管理を行う。 

・D３区は、農業振興地域の整備に関する法律による農用地とし

ての適切なの取扱いを基本とする。 

Ｃ区の保存管理方法 

 

D 区の保存管理方法 
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第３節 現状変更の取扱い基準 

史跡の本質的価値を確実に後世に伝えていくための方向性を踏まえ、その全体の方法と

地区区分ごとの方法を示す。 

 

１．現状変更等にかかる基本的な考え方と方針 

（１）基本的な考え方 

史跡の現状変更等の法令上の基準は、文化財保護法第125条第１項（巻末資料参照）のと

おりで、文化庁長官の許可を受けなければならない。また、同項のただし書きには許可の

不要な行為が示されている。 

文化財保護法施行令第５条第４項第１号に規定された現状変更については、文化財保護

法第84条第１項第２号の規定により、都道府県又は市の教育委員会がその事務を行うとあ

る。本町の場合は、一般的な日常管理業務を除き、福島県との協議が必要となる。 

現状変更等の取扱い方針及び取扱い基準の運用については、必要に応じて国、県と協議

し、指導・助言を得ながら適切に対応する必要がある。 

（２）本町が行う現状変更が不要な日常的な管理 

史跡における以下の日常管理については、現状変更等の許可が不要であるが、その内容、

程度によっては現状変更等に該当する場合もあるため、原則として福島県教育庁文化財課

と連絡をとり、必要に応じて協議をするものとする。 

・史跡指定地内の除草、樹木等の剪定、枯損木の除去、通路等路面の簡易な補修等 

・既存建築物、工作物の維持管理 

屋根、外壁および内装等の修繕、改修等で掘削を伴わないもの 

・その他、上記に類する程度であり、建物、工作物の維持に必要な修繕で、掘削を伴わ

ないもの。 

（３） 史跡の現状変更等の取扱い方針 

・向羽黒山城跡の本質的価値の保存のため、原則として史跡の保存活用、調査研究を

目的とするものを除き、現状変更は認めない。 

・史跡の保存活用、調査研究を目的とした現状変更においても、史跡の価値を損ねる

ことがないよう、遺構保護や史跡景観に留意して実施する。 

・史跡の本質的価値を構成する要素の保存と景観への配慮を原則として、遺構の保存

に影響を及ぼす行為、史跡の景観を阻害する行為は原則として認めない。 
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２．向羽黒山城跡の現状変更の取扱基準 

（１）向羽黒山城跡における現状変更に関する行為の想定 

向羽黒山城跡の現状変更等の対象行為を次のように想定し、取扱い基準を定める。 

現状変更に関する行為とは、城跡の遺構、景観等に対して何らかの物理的な影響を及ぼ

す次の行為があげられる。 

ア．造成（土地の掘削・盛土・切土）等の地形の改変 

イ．道路の新設・改築及び修繕または除却 

ウ．建築物の新築・増築・改築・移転または除却 

エ．工作物の新設・増設・改修・移転または除却 

オ．史跡整備に伴う施設の新設・増設・改修・移転または除却 

カ．地下埋設物の新設・改修・修繕または除却 

キ．木竹の植栽・移植・伐採・伐根 

ク．発掘調査 

ケ．その他、現時点では想定しないが、今後上記以外で物理的な影響を及ぼす行為が

現実化した場合 

※史跡に影響を及ぼす行為とは、物理的に現状に変更をおよぼすものではないが、

将来にわたり支障をきたす行為、振動や地盤沈害を伴う行為等（重機使用等）に

より、史跡内の遺構に多大な影響を与えかねない行為、また、過剰な除草剤や化

学薬品の大量散布により、史跡内の貴重な植生や土壌、歴史的遺構に化学的な悪

影響を与える行為。 

（２）史跡指定地内（Ａ１区及びＡ２区）の現状変更に関する取扱い基準 

Ａ１区は史跡指定範囲で、本質的価値を構成する枢要な要素が集積している区域で、一

曲輪、二曲輪、三曲輪、三日町等のうち、阿賀川（大川）に面した崖地を除く範囲。Ａ２

区は史跡指定地内で阿賀川（大川）に面した崖地の範囲である。また、現状変更行為にあ

たっては、別途森林法、自然公園法による許可や届出が必要となる。 

Ａ１区・Ａ２区の取扱基準 

地区区分 

現状変更 
Ａ１区 Ａ２区 備考 

地形の改変 掘削、盛土、切土 × × 遺構保護に関わる盛土以外は不可 

道路等 

新設 × ×  

改修・修繕 △ － 
林道岩崎線が該当する掘削を伴うものは原則不可、 

但し、工法等の協議により検討 

除却 × －  
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建築物 

新設 × × 
手洗所、管理棟、東屋、展望台は史跡整備に伴うもの

として位置づけ、ここでは非該当とする。 

増・改築 － －  

除却 － －  

工作物 

新設 × △ 
原則、掘削を伴うものは不可 

大規模な崩落防止や災害対策は協議により可 

増設・改修 △ － 原則、掘削を伴うものは不可 

除却 △ － 遺構に影響を与えない工法による 

史跡整備に
伴う施設 

新設 ○ △ 崖地の崩落防止や災害対策は協議により可 

改修・修繕 ○ △ 
阿賀川（大川）に沿う東面は不可、北面は遺構や景観

に影響を与えないこと 

除却 ○ △  

地下埋設物 

新設 × ×  

改修・修繕 △ － 既存上水道で同一位置や同一の掘削規模で行うもの 

除却 〇 － 既存上水道で同一位置や同一の掘削規模で行うもの 

木竹 

植栽 △ △ 
史跡整備により、かつ遺構保護や史跡景観保護への条

件により許可 

移植・伐採 △ △ 
移植は×、伐採は枯損木、風倒木の可能性が生じてい

る樹木、景観を阻害している樹木は許可や届出 

伐根 × × 原則不可 

発掘調査  〇 〇  

その他史跡に
影響を及ぼす
行為 

 × ×  

 

（２）史跡指定地外Ｂ区の現状変更に関する取扱い基準 

B区は周知の埋蔵文化財包蔵地であり、現状変更を行う行為は、文化財保護法93条、94

条に基づいて行う。また、別途自然公園法での許可や届出が必要となる。 

Ｂ区の取扱基準 

地区区分 

現状変更 
Ｂ区 備考 

地形の改変 掘削、盛土、切土 △ 
周知の埋蔵文化財包蔵地を含む範囲は地下遺構に影響のある工

事を避けるように所有者と協議を図る。 

道路等 

新設 △ 周知の埋蔵文化財包蔵地を含む範囲は地下遺構に影響のある工

事を避けるように所有者と協議を図る。 

改修・修繕 △ 地下遺構に影響のない軽微な改修や修繕は認める。 

除却 〇  

建築物 

新設 △ 周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いに準じる。 

増・改築 △ 地下遺構に影響のある工事を避けるように所有者と協議を図る。 

除却 〇  

工作物 新設 △ 周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いに準じる。 

〇：可  △：条件付きで可  ×：不可  －：既存がない 
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増設・改修 △ 

除却 △ 

地下埋設物 

新設 △ 

周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いに準じる。 改修・修繕 △ 

除却 △ 

木竹 

植栽 △ 周知の埋蔵文化財包蔵地の取扱いに準じる。新規の植栽は地下

遺構に影響のある植栽を避けるように所有者と協議を図る。 

移植・伐採 △ 移植は上記と同理由、伐採は可 

伐根 △ できるだけ遺構保存が可能な対策を所有者と協議を図る。 

発掘調査  〇  

その他史跡に

影響を及ぼす

行為 

 ×  

〇：可△：条件付きで可×：不可－：既存がない 

（４）史跡指定地外（Ｃ区）の現状変更に関する考え方 

Ｃ区は観音山の北西の一部に周知の埋蔵文化財包蔵地であるが、他は保安林区域、大川

羽鳥県立自然公園区域である。 

このことから、Ｃ区内の区分ごとに文化

財保護法、森林法、自然公園法に基づいた

取扱いを行う。なお、文化財保護法におけ

る取扱いは、Ｂ区と同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町教委へ許可申請書を
提出

町教委から県へ進達

県から町教委へ許可通知

許　可

町教委から申請者へ許可通知

現状変更の着手

現状変更の終了

現状変更の終了届の提出

許可申請が必要 許可申請が不要

町教委へ許可申請書を
提出

県から文化庁へ進達

文化庁から県を
通じて町教委へ

許　可

福島県による許可 文化庁長官による許可

周知の埋蔵文化財包蔵地の
発掘に関する届出・通知

（法93条、94条）

町教委から県教委へ進達

町教委から申請者への
通知の伝達

届出者・通知者による
指示事項への対応

県教委から周知の埋蔵文
化財包蔵地における土木
工事等についての通知を

送付

指定地外（周知の埋蔵文化財
包蔵地に含まれる範囲）

町教委・県との協議

町教委への問い合わせ・協議

現状変更等の計画・立案
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想定される応急措置イメージ 

・倒木等により遺構のき損要因となっているものは除去する。 

・通路や土塁上、斜面地に倒れた樹木は除去する。 

・き損箇所は必要に応じてブルーシート等で養生する。 

・流失した土砂は必要に応じて土嚢その他で充填する。 

・危険な箇所はロープ柵等で立ち入りを規制するほか、ホームページ等で告知する。 

現状変更等の許可申請フロー 

災害発生特における復旧対応フロー 

被害状況の調査

災害発生

被害あり 被害なし

日常管理

工事等の実施

確認

終了報告

完了

現状変更申請

許可

復旧届

受理

町による被害状況把握・報告

き損届提出

県教委

文化庁

文化財所有者

復旧に向けての協議
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第８章 活用 

第１節 活用の方向性 

向羽黒山城跡では、第１期調査整備及び第２期調査整備が終了し、｢向羽黒山城まつり｣

をはじめ、多様な活用が行われている（第５章第２節参照）。 

ここでは、第６章第２節で定めた方針に則り、史跡活用の方向性と方法を示す。 

 

１．全体の方向性 

• 向羽黒山城跡の本質的価値、そのための様々な調査・研究の成果を積極的に情報発信

する機会や場を創出し、史跡の本質的価値を生かした活用につなげていく。 

• 学校教育や生涯学習と連携・協力し、ハイキングやオリエンテーリングなどを楽しみ

ながら、郷土の歴史等を体感し、特別な場としての城跡を感じる場とする。また、生

涯学習では、共に学び・活動できるプログラムや講座（歴史、自然や地形、景観、動

植物等）を定期的に実践し、歴史文化に親しむ心・地域への愛着の醸成を図る。 

• 史跡をまちづくりや観光資産として活用するため、所管するにぎわい創造課との連携

による観光やシティプロモーションによる活用を進め、統一的な向羽黒山城跡のイメ

ージが伝わる様々な媒体作成、来訪者との交流を生み出す魅力ある城跡ガイドの育成

等に協力し、その活用に務める。 

 

第２節 活用の方法 

前節の活用の方向性に基づき、史跡の活用の方法を次のように区分して整理する。 

 

１．活用の方法 

（１）本質的価値や調査・研究の成果を積極的に情報発信する 

• 向羽黒山城跡整備資料資料室の公開日である土日祝日の展示ガイド或いは史跡見学ル

ートの相談ができる等の運営展開の充実を検討する。 

• 会津美里町郷土資料館の展示における向羽黒山城跡のより学際的な充実を図り、母艦

とサテライトとしての役割区分を行う等した整備、活用を図る。 

• 向羽黒山城跡に関する様々な情報は、庁内の関係部署や蘆名氏と関係する自治体と連

携を取りながら、一元化した専用ページの開設や SNS 等を用いて積極的な情報発信を

行う。 
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• 史跡の魅力をわかりやすく体験できる解説案内リーフレット等を改訂・公開し、幅広

く来訪者を迎えるきっかけづくりを行う。 

（２）生涯学習や学校教育との連携 

• 生涯学習では、今までの調査成果をまとめた特別展や講座を開催し、史跡への関心を

高める。 

• さらに蘆名氏と縁のある自治体、研究機関、大学等と連携を取りながら、シンポジウ

ムや講座、県内バーチャル城めぐり等、テーマを決めた催しを定期的に開催し、幅広

い層に向けての関心を育てていく。 

• 小・中学生に向けた現地見学や学習の道具として活用する副読本の充実を町民参画に

より検討する等し、積極的な関わりを検討する。 

• 地域住民と史跡との接点を増やし、身近に関わりを持てる方法として、史跡のき損箇

所や倒木箇所、その他の異常箇所の発見、困ったこと等を手軽に連絡できる方法を検

討する。 

（３）まちづくりや観光資産として活用 

• 本町が取り組んでいる豊かな自然や歴史を生かした観光プロモーションへの積極的な

情報発信の協力を図り、史跡の保護・継承と共に、観光資産としての活用を図る。 

• 史跡周辺の様々な資産（寺社、記念碑、景観、その他）を巡る、ポケットパーク等も

生かした見学コース等を提供し、地域の魅力度の向上を図ることにより、史跡の価値

最大化と地域活性化につなげていく。 
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第9章 調査・研究 

第１節 調査・研究の方向性 

向羽黒山城跡の調査・研究の課題を、第５章第１節の保存・管理の項目で整理してい

る。今後の保存・活用は、これまでの発掘調査のとりまとめと今後の調査・研究の考え

方によるところも大きく、ここでは第６章で示した調査の基本方針に則り、その方向性

について次のように整理する。 

 

１．史跡の本質的価値の深化と変遷の解明を図るための調査 

およそ19年にわたり実施されたこれまでの取り組みのまとめと分析を実施し、今後の

保存活用計画推進の基礎情報とする。 

また、その後は上記の基礎情報を踏まえ、必要な本質的価値の更なる深化に向けて計

画的な進展を図る。 

２．史跡の保存管理のための調査 

史跡を構成する本質的な価値である土塁や堀、切岸、石積等の恒久的な保存を図るた

め、遺構台帳等の作成による詳細な現況把握を行う。また、遺構のき損を予防するため

自然環境や必要個所の水文調査等の実施を図る。 

３．史跡の活用のための調査 

史跡の多面的な活用を図るため、本史跡の利用実態の把握、運営体制や民間連携等の

先進地事例調査等を実施する。 

 

第２節 調査・研究の方法 

前節の「調査・研究の方向性」に基づき、次のとおり区分して整理する。 

１．史跡の本質的価値の深化と変遷の解明を図るための調査 

（１）これまでの試掘確認調査（平成 14 年から平成 18 年）や地形確認調査（平成 21 年

から令和４年）での調査成果を以下の（２）と合わせてとりまとめる。 

（２）試掘調査やその後の地形確認調査（第１期及び第２期調査整備事業）の測量調査

図をまとめて確定測量図の作成を行う。 

（３）（１）での総括報告書は委員会方式でのとりまとめとし、必要に応じて試掘等確

認個所の精査を行う。 
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２．史跡の保存管理のための調査 

（１） 保存管理のための遺構台帳の作成を行い、今後の日常点検や定期点検に利用する。

なお、位置は当面は既存図を用いたものとするが、最終的には前項（２）に反映さ

せる。また、台帳は逐次更新ができるようにデジタル形式での制作を図る。 

確認すべき点  ・名称  ・位置 

    ・規模（長さ、高さ、深さ、広がり等） 

    ・現在の状況 

    ・支障木等の把握 

    ・過去の履歴等 

（２） 遺構のき損を防ぐため、風倒木の現状把握を行い適宜処理を進めるほか、史跡の自

然環境調査とし、植物相、動物相等の調査を検討し、実態把握を進める。 

（３） 水文調査は必要に応じて段階的に進める。初期は目視によるフィールドワークとし、

懸念される竪堀や堀、現状で帯水が想定される個所等を対象に、指標植物や微地形

の観測、遺構の状態を観察し、水の動きを調査する。 

３．史跡の活用のための調査 

（１）利用者の実態把握のため、二曲輪広場や向羽黒山城跡整備資料室、フィールドア

スレチック等にてアンケート調査を実施して、動向やニーズを把握する。 

（２）円滑な史跡の運営や民間連携による一体的な活用を図るため、先進地事例調査を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査・研究から整備への流れ 
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第10章 整備 

第１節 整備の方向性 

向羽黒山城跡の整備の現況と課題を、第５章第３節で整理している。ここでは第６章

で示した整備の基本方針に則り、その方向性について次のように整理する。 

また、史跡の本質的価値を構成する遺構の恒久的な保存を図るため、必要な保存のた

めの整備と活用のための整備を区分して進める。 

 

１．史跡保存のための整備 

（１） 災害対策 

 史跡では、現在のところ風倒木は多くあるものの、土砂流失や雨水等による顕著

な災害は少ない（過去に林道岩崎線の一部法面が崩落）。しかし、急勾配の竪堀や

切岸、法面に位置する石積、概に滞水がある個所等は、降雨や雪害による土砂流出

が発生しやすい。そのため整備基本計画策定前においても、原因として考えられて

いる雨水排水や適切な植生管理によるき損防止に努める。 

（２） 遺構の保護 

 第１期調査整備事業において、一曲輪の平場では本質的な価値である遺構が損な

われないように、ウッドチップ等による保護を図っている。しかし、二曲輪広場とし

て公開されている範囲や下段の曲輪では礎石が露出する等しており、利用者も多い

場であるところから、盛土等による史跡の保護対策の検討が必要である。 

 また、試掘調査等で確認された虎口の石積等や通路等も植物に覆われてしまって

いるため、これを除去したうえで必要な侵入対策を講じる。 

（３） 環境保全 

 史跡全体の地形やその他遺構を保存するために適切な環境整備としての植生管理

を行う。 

 

２．史跡活用のための整備 

（１） 既存施設の活用 

 史跡では林道岩崎線が敷設（昭和39年）されており、麓から二曲輪広場等への交

通アクセスが良い。また、要所には東屋、ベンチ、展望台、給水塔、水飲み、斜路、

階段、遊歩道、注意標識等の諸施設が整備（昭和58年）され、適宜改善が図られて

いる。 
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 整備では、これら施設を史跡活用のための基盤とし、所管課と協議を図りながら 

今後も活用を図るものとする。 

（２） 見学ルートの整理 

 史跡には昭和58年（1983）に設置された遊歩道がある。整備では、所管課と協議

し、適宜改善を図りながら、この遊歩道を今後も活用するものとする。また、確認さ

れた城道とあわせて魅力あるコース設定を行う。 

（３） ガイダンス施設とサイン整備 

 現在史跡の入口にある「向羽黒山城跡整備資料室」は、施設の老朽化からの解体

が予定されている。そのため現在この施設が担っている史跡のガイダンス機能の代

替を検討するほか、史跡内の解説案内板の充実を図る。 

（４） 環境整備 

環境整備は、史跡の本質的価値の魅力が正しく認識できるように、間伐と下刈り

等を実施して、遺構の視認性の向上を図る。また、史跡の積極的な見学公開エリア

を設定し、計画的な回数と範囲設定による実施を図る。 

（５） 鳥獣被害の防止対策 

 史跡内ではカモシカとクマの確認例があり、必要に応じて所管課との協議を進め

駆除を含めた防止対策、確認時の連絡、緊急対応の方法を明らかにする。 

 

第２節 整備の方法 

前節の「整備の方向性」に基づき、次のとおり区分して整理する。 

１．史跡保存のための整備 

（１） 災害が懸念される個所への対応 

 赤色立体地図や従来からの史跡観察に基づき、強降雨や雪害による土砂流出が発

生しやすい個所を抽出し、主に目視による現状把握を行う。 

 調査個所の状況に応じて、定期的な点検を進め、樹木間伐等の制限や簡易な土留

等の設置を推進する。 

 竪堀等の危険個所は注意標識等を設置する。 

（２）遺構の状況の確認と必要な対応 

 整備された園地等への盛土保護は、整備基本計画を踏まえたものとするが、礎石

が露出する場は必要に応じて立入を制限する等の検討を行う。 

 堀法面部にある石積や虎口等の石積の現況把握を行い、石積目地に入り込む草本
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の除去を行うほか、石積付近の樹木は保存への影響を考慮しながら適切なものを

伐採する。また、土留（土のうや木杭等）を設置して崩落防止を図る。 

 切岸や土塁裾等の雨水による影響が受けやすいところは、簡易な土留等を設置し

て雨水抑制を図る。 

 上記の（１）及び（２）は現況保存を優先することから、整備基本計画策定に先

立って行う。 

（２）樹木整備 

 樹木整備は、生涯学習課と県立自然公園と保安林の所管課とで分した管理を行っ

ているが、遺構保存に向けて以下の共通認識を持つ一環した植生管理と環境整備

を進める。 

 維持管理にもつながることであるが、危険木や枯損木、風倒木は伐採し処理する。 

 伐根は原則行わない。 

 ここでは遺構保存ための樹木管理の考え方を示すが、維持管理の一環として現況

に応じた対応を図る。 

樹木管理の考え方 

対象 対応 

土塁（北曲輪、北東

曲輪、二北曲輪、水

の手、大堀切に伴う

土塁等） 

・土塁上に生育する樹木は、将来的な崩落要因を取り除くため、降雨や遺

構保存に影響がないものは伐採し、他は強剪定を行う。また、幹周が小

さい樹木等は伐採する。 

・土塁裾付近に生育する樹木は土塁や土留め等の遺構に影響がないものは

伐採する。 

・樹木が土塁の崩壊を防いでいる場合があるため、伐採にあたっては伐採

の必要性や手法を慎重に検討する。 

竪堀 

・急斜面上の竪堀堀底や法面に生育する樹木は、根茎の緊縛により遺構保

存につながっている。伐採にあたっては必要性や手法を慎重に検討する。 

・幹周が小さい樹木等は伐採し、必要に応じて土留を行う。 

・樹冠の枝葉の広がりが直接の降雨を防いでいるため、樹冠サイズに変化

ない樹木管理を行う。 

横堀、その他 

・これらの土塁は比較的低土塁で、塁上や周辺に生育する樹木は、将来的

な崩落要因を取り除くため伐採する。 

・堀底部の樹木は適切な見通し等に影響はないものは残置とし、風倒木の

可能性が高いものは強剪定とする。 

切岸 

・根茎の緊縛により遺構保存につながっているため、衰弱していなければ

基本的に残置とし、風倒木の可能性が高いものは強剪定とする。 

・切岸に生育する植物への影響が少ない樹木管理を行う。 

虎口 
・虎口内部の樹木は、景観を阻害しているとし、樹木はその伐採を行う。 

・付近に生育する樹木は、石積や背面地形の保護に影響がないものは伐採
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する。 

城道 

・確認された城道上に生育する樹木は、景観を阻害しているとし、樹木は

その伐採を行うが、同時に遺構保存対策が必要なところ（水の手の土塁

上城道）もあり、伐採と整備の関わりが必要である。 

曲輪面 

・過去の試掘調査により、当時の確認面が地表より浅い位置で確認されて

いる。そのため、樹冠をできるだけ維持できるように樹木は残置とし、

適切な間伐を図る。 

・風倒木の可能性が高いものは強剪定とする。 

・曲輪法面は切岸と同様とする。 

阿賀川（大川）に面

する崖地 
・必要に応じた実態把握を図るが、当面は現況保存とする。 

その他 

遊歩道 
・遊歩道利用者の安全確保のため、必要に応じて遊歩道周辺の間伐を行う。 

・但し、遺構に関わる部分は原則上記による。 

二曲輪広場 

・現況の樹木は現況保存とする。 

・広場からの眺望景観を阻害している樹木は強剪定とする。 

・新規の植栽は原則認めない。 

三曲輪広場 
・現況の樹木は現況保存とする。 

・新規の植栽や移植は原則認めない。 

 

２．史跡活用のための整備 

（１） 既存施設の更新 

 以下施設は今後とも見学者の便益・管理施設として整備活用を進めるが、所管課

との協議を図りながら、史跡として適切な改善を進める。 

 施設の更新にあたっては遺構保存や史跡景観に配慮したものとし、更新にあたっ

ての考え方を次に示す。 

施設整備の考え方 

更新の対象 対応（案） 

東屋 
・現在の東屋は白鳳山全域に点在する施設との統一された形であ

り、今後とも利用を図る。 

手洗所 ・遺構保存を図りつつ、快適な利用が可能な設備とする。 

展望台 

・来訪の目的のひとつである眺望点であるが、この点を生かしたま

ま、整備基本計画では人工構造物である展望台のあり方を再検討

する。 

水飲み 
・当面の利用は続けるが、整備基本計画では来訪者の利用を想定し

た水飲みの必要性等を検討する。 

給水塔 
・給水塔周りの遮蔽等、城跡の中枢の場にふさわしい景観を検討す

る。可能であれば将来的には給水方式の変更も検討する。 
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斜路・階段 

・斜路や階段は二曲輪の広場へ向かう唯一の方法であるが、階段は

斜面に沿った急勾配であり、安全な利用が憚られる。整備基本計

画では二曲輪への導入方法のあり方を再検討する。その間現状を

維持しつつ利用を図る。 

遊歩道 

・年変化が著しく、段鼻の脱落により危険な個所が散見されるほか、

踏面流失等により段差が大きく歩行しにくい。これらの改善にむ

けて早期の対応が必要である。 

標識等 
・史跡解説等とのデザインを統一し、史跡としての一体性を持たせ

ることが必要である。 

林道岩崎線 

・林道の拡幅は取扱基準で制約を強く受けている。そのため適切な

点検を進め、計画的な保守管理が重要である。 

・特に路面排水については遺構に与える影響が大であるため、今後

も適切な側溝排水の管理が重要である。 

 

（２） 環境整備 

 環境整備は、史跡の本質的価値の魅力が正しく認識できるように、間伐と下草刈

り等を実施して、遺構の視認性の向上を図る。 

 今後の史跡での環境整備は、遺構保存を最優先としながら、史跡の積極的な見学

公開エリアを設定し、計画的な回数と範囲設定による実施を図る。 

 史跡保存の項でも述べたが、生涯学習課と県立自然公園と保安林の所管課とで管

理を行っているが、今後は遺構保存に向けての共通認識を持ちつつつ一環した植

生管理と環境整備を進める。 

（３） サイン整備 

 来訪者に史跡の価値や魅力を効果的に伝えるため、史跡の積極的な見学公開エ

アリアと白鳳山公園の活用エリアの一部に解説板と案内板等を整備する。 

 特に白鳳山公園の活用エリアには適切な位置に誘導標識を設置する。 

 指定地外の山すそに点在する各種の歴史資源には、本町として定めた解説案内

板を適宜更新し、史跡との位置関係を示す内容を加味する。 

（４） 史跡の本質的価値の魅力を体験できる見学ルートの整備 

 地形確認や試掘調査によって確認された城道は、史跡の見学園路として保存整備

を行う。 

 既存道を生かした史跡の本質的価値の魅力を体験できる見学園路として、北曲輪

～北東曲輪～二北曲輪群（水の手）～二曲輪へ向かう動線を整備する。 

 城の中枢といえる二曲輪での眺望の魅力のほか、周囲をめぐる園路を設定し史跡

体験ができる整備を行う。 
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（５）既存資料館撤去後のガイダンス機能 

 既存資料館跡地に史跡への導入機能を持たせた広場設置を検討する。 

 史跡見学での必要な情報は、本郷インフォメーションセンターでの展示により

情報発信を補うほか、郷土資料館さとりあにて、出土品展示を含めた展示コー

ナーを充実させる等、情報密度や発信の方法を区分した整備を行う。 

（６）獣害対策 

 獣害対策について必要に応じて所管課との協議を進める。史跡での整備では生息

しやすい藪などの整理に努めるほか、確認時の連絡・緊急対応の方法を明らかにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡の積極的な見学公開エリアを設定 
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第11章 運営・体制の整備 

第１節 運営・体制整備の方向性 

向羽黒山城跡の運営・体制整備の現況と課題を、第５章第４節で整理している。ここ

では第６章で示した整備の基本方針に則り、その方向性について次のように整理する。 

 

１．管理主体の体制の強化 

国指定史跡としての管理は本町が担っており、この実務は、本町教育委員会生涯学習

課文化係が行っている。 

しかし、向羽黒山城跡の様々な実務に対応している職員は１名で、本史跡や郷土資料

館の管理・運営の他、多岐にわたる文化財保護業務にも対応している。そのため本史跡

に対して適切に対応できる人員の確保等、管理組織としての運営・体制を検討する。 

２．相互連携ができる連絡体制の構築 

史跡指定地内の管理は、文化財として生涯学習課が、県立自然公園と保安林の管理を

農林振興課が行っている。また、観光関連としてはにぎわい創造課等が直接間接での関

わりを持っている。今後の史跡の適切な保存管理を図っていくために、関連する庁内の

部署との連携体制の充実が重要であり、緊密な連絡や情報交換を行う運営・体制の構築

を図る。 

また、史跡を活用する民間団体、土地所有者、地域住民等と連携・協働、関係する周

辺自治体等と連携した活用を図る等の体制づくりを目指す。 

３．指導・助言組織等の体制構築 

史跡の保存、活用にあたって、文化庁や福島県教育委員会、会津美里町文化財保護審

議会などの指導・助言を受けつつ、外部の専門家や学識経験者などに適宜助言を求め、

支援や協力を得られる運営・体制を整えることが必要である。 

 

第２節 運営・体制の方法 

１．管理主体の体制強化の方法 

 史跡の管理団体としての認定の準備を進める。 

 施策の推進にあたることができる体制の確立を検討する。そのため専門職員の充

実や適切な人員配置および役割分担の確認を行い、本史跡の保存活用とともに、

多岐にわたる文化財業務に不足なく対応できる運営・体制の整備の検討を進める。 



 155  

２．相互連携ができる連絡体制の構築の方法 

 史跡内の直接的な管理について、一方の所管課である農林振興課と協議を図り、史跡

保存を前提とした管理方針と具体的な方法の共通認識を図る。 

 関係法令を遵守した円滑な手続きの推進のため、５年期間程度で実施する保存管理計

画の作成を検討する。 

 上記と同時に、史跡を活用したまちづくりの活性化や催事開催を所管する各課との間

で、史跡活用の協働を図るため連携体制の構築による活用を推進する。 

 向羽黒山城の魅力について、にぎわい創造課（観光協会を所管）による情報発信にと

どまらず、従来よりの連携をより強化し、一体感が生じる連携・運営を進める。（当

初は、史跡内の個別名称の統一表記等） 

 地域住民、地元企業、ボランティア、大学・研究機関等との連携・協働を図るため、

現地説明会、講座開催時等の機会を捉え、アンケートやヒアリング等を通して、意見

や提案をくみ上げることができる体制構築を行う。 

３．指導助言組織の体制構築の方法 

これまでの史跡の事業に関して、各分野の専門家や学識経験者で構成された委員会を

組織し、委員や文化庁、福島県の指導・助言のもと進めてきた経緯がある。今後もこう

した適切な指導・助言を受けるための機会を設け円滑な事業運営を目指す。 

また、他自治体との情報交換や協力・支援体制の構築を図り、組織的・人的ネットワ

ークを充実させるための検討を進めていく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
運営体制のイメージ 

文化庁
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連携
協力

連携
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         第１２章 施策の実施計画の策定・実施         

第１節 実施計画の方向性 

第７章から第11章において定めた方向性・方法に基づき、今後進めるべき施策について

整理する。この内容の具体化を図るため、その方向性について次のように整理するが、事

業の優先性、必要性、緊急性等について随時検証し、社会情勢や財政状況なども考慮しな

がら整備を推進していくこととする。 

１．施策の計画期間は、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期に区分して進める。 

Ⅰ期では、適切な維持管理と公有化の準備を進めるほか、これまでの史跡における調

査報告をとりまとめ、史跡の本質的価値の基礎とする。 

 また、遺構や施設管理台帳を作成し、所管課との適切な管理方法の共通認識を図る。

次のⅡ期では、維持管理や公有化を継続して進めるほか、将来的に整備を検討する範囲

を対象とし、令和 19 年度以降の保存整備の実現を目指して整備基本計画を策定する。３

期ではこの整備基本計画の内容を前提とした保存整備を進める。 

第２節 実施計画の概要 

これまで示してきた保存管理、調査、活用、整備、運営体制の整備の方向性と方法

に基づき、実施内容について次のように整理する。 

１．各実施期間の概要 

（１）Ⅰ期（令和９年[2027]～令和13年[2031]） 

適切な史跡の保存活用の準備として、これまでの調査成果を総括報告書としてとりまと

めほか、早期に保存措置の実施を図る必要がある個所の対策や遺構及び施設等の管理台帳

の作成を図る。また、史跡の一体的な維持管理を進めるため、関係所管課との適切な運営

体制の構築を目指す。 

（２）Ⅱ期（令和14年[2032]～令和18年[2036]） 

Ⅰ期で積み残した取組みや継続が必要な課題を再整理し、史跡内の自然環境調査を進め

たうえで、発掘調査を含めた整備基本計画の策定を目指す。また、この際には町の総合計

画での位置づけが得られるよう十分な調整を行う。 

（３）Ⅲ期（令和19年[2032]以降） 

Ⅱ期の整備基本計画の成果を踏まえて、整備に向けた測量、設計、工事を進める。なお、

ここでは整備内容が定まっていないが、おおよそ３年から５年を想定する。 
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 実施計画の概要 

Ⅲ期

R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19以降 生 こ 農 に

保存活用計画の周知 〇

所管課との協議（維持管理、整備更新等） 〇 ○

自然環境調査の準備 〇

施設管理台帳の整備 〇 〇

緊急の保存対策箇所の検討 〇

境界杭の設置 〇

鳥獣被害への対応・調整 〇 〇

公有化の推進 〇

史跡の本質的価値の情報発信 〇 〇

学校教育との連携 〇 〇

生涯学習活動の展開 〇

町民の日常的な利用促進 〇 〇

観光資産としての活用 〇

自然公園としての活用 〇

まちづくりや観光資産としての協働と活用 〇 〇

総括報告書のとりまとめ 〇

実測図のまとめ 〇

遺構の管理台帳の作成 〇

調査 〇

動向・ニーズ等のアンケート 〇 〇 〇

先進地事例調査 〇 〇

緊急性の高いき損化個所への対応 〇

自然環境調査 〇

便益施設、管理施設等の改修 〇 ○

既存遊歩道等の改修

見学ルートの検討・整備

ガイダンス施設機能の検討・整備

環境整備の検討・整備

解説案内板等の更新・整備

整備基本計画の検討・策定 〇

管理主体の体制の強化 〇 ○

相互連携ができる運営体制の構築 〇 ○ ○ ○

指導助言組織の体制構築 〇

施策
Ⅰ期 Ⅱ期 実施主体

実施 断続的な取組み

準備期間 他部署の取組み

生涯学習課：生 こども教育課：こ 農林振興課：農 にぎわい創造課：に

保

存

管

理

調

査

研

究

整

備

運営

体制

活

用

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

維持管理

管理台帳等の整備

生涯学習、学校教育、観光等での活用

所管課との調整協議

統括報告書等の整備

整備基本計画書検討・策定

運営体制の検討・整備

準備・調査

整備

実施計画の段階的な進展 
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              第１3章 経過観察               

第１節 経過観察の方向性 

第12章において定めた実施計画に基づき、各施策の円滑な進捗が図れるよう定期的に経

過観察を行う。 

そのために、必要な保存措置や日常的な維持管理、史跡の公開・活用を進めたうえで、

実施した事業の達成状況、その効果や課題を把握し、適切な修正・改善方法を検討した自

己点検を行う。 

経過観察は、史跡の保存・活用に関わる関係各課と連携しながら、史跡の管理主体であ

る本町教育委員会生涯学習課が実施し、その評価は、専門的機関（第三者委員会等）によ

る検証を図り、その後の保存活用の円滑な実施や方法等の改善に生かしていくものとする。 

１ 経過・観察は会津美里町教育委員会生涯学習課が主体となって実施する。 

２ 評価は、専門的機関（第三者委員会等）による検証を行う。 

３ PDCAサイクルの考え方を導入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 経過観察の方法 

１.自己点検 

自己点検は、年１回とし、史跡の保存活用に関する関係各課（生涯学習課、

農林振興課、にぎわい創造課）が自己点検表により、各々が実施し、生涯学習

課がとりまとめる。 

PDCA サイクルのイメージ 

保存活用計画の理念
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具体的施策目的
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２.評価 

経過観察の結果の評価は、実施する事業の妥当性と効果、保存活用の基本方針などへ

の寄与の観点から生涯学習課や関係する各課で実施するとともに、その結果は今後検討

する専門的機関（第三者委員会等）に報告し、専門家や町民の立場からの評価や今後の

対策などについて指導助言を仰ぐこととする。なお、関係各課においても経過観察によ

り把握された課題を踏まえ、当初の目的が達成できるよう施策等の効果的な改善を検討

する。 

３.見直し・改善 

経過観察による事業の評価を受け、個別の施策や事業計画運営の体制などについて見

直しを行う。また、本保存活用計画についても、施策、事業の推移や新たに把握された

課題を踏まえ、必要と判断された場合は見直しを行うこととする。 

 

自己点検表・案 

項目 点検内容 

取組状況 

未 

取組 

計画

中 

取組

済み 

備考 

（現状、目的 

成果等を記入） 

基本 
情報 

標識類は適切に設置されているか     

境界識の設置、現地での範囲の把握はできているか     

説明板は設置されているか     

計画 

策定 

保存活用計画に基づいて実施されているか     

保存活用計画の見直しは行われているか     

保存に
関する
こと 

指定における本質的価値について十分把握できているか     

調査研究により、史跡の価値等の再確認はできているか     

専門技術者の参加、連携は図られているか     

史跡等の劣化状況や保存環境に係る調査はされているか     

災害対策は十分にされているか     

史跡の追加指定への取り組みを行っているか     

保存活用計画に基づいて実施されているか     

管理に
関する
こと 

日常的な管理はなされているか     

特別な技術等が必要な部分の管理はされているか     

史跡周辺の環境保全のために所有者や地域住民、関係機
関との合意、連携は図られているか     
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条例、規則、指針等、環境保全の措置を定め、実行してい

るか 
    

保存環境に係る観察（石積台帳等作成）はできているか     

調査研
究に関
するこ
と 

 

必要な発掘調査は実施されているか     

出土遺物等の調査研究は実施されているか     

関連する諸機関との情報交換は行われているか     

公開活
用に関
するこ
と 

公開が適切に行われているか     

本質的価値を学び、理解する場となっているか     

学校教育・生涯学習活動等との連携は図られているか     

町民参加を踏まえた史跡活用がなされているか     

周辺の歴史、自然資産との効果的な連携は図られている
か     

パンフレット等は活用されているか     

ガイダンス等の施設は十分に活用されているか     

利用者等の人数把握はできているか     

整備に
関する
こと 

整備基本計画は策定されているか     

史跡等の表現は学術的根拠に基づいているか     

遺構に影響が生じない整備となっているか     

整備において伝統技術を十分に尊重して実行できたか     

活用を意識した整備が行われているか     

多言語に対応した整備が行われているか     

整備にて目指すべき環境等の姿を実現することができた
か     

整備基本計画に基づいて実施されているか     

整備基本計画の見直しはされているか     

運営・体
制に関
するこ
と 

運営については適切に行われているか     

保存活用に必要な体制は十分であるか     

他部署との連携については十分であるか     

町民や関係団体との連携は十分であるか     

ボランティア等の育成や支援は図られているか     

予算に
関する
こと 

予算や人員を確保するための取り組みができているか     

なお、点検表は、『史跡と重要文化的景観マネジメント支援事業報告書』を参考とした。 

管 理 に
関 す る
こと 




